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2021～2022年は、新型コロナウィルスに関係する制約、2022年2月に始まったロシアのウクライナ侵攻、2021年からの半導体の供給問題など、ビジネス
を取り巻く環境はまだ不透明な状況にあります。しかし、エネルギーハーベスティング無線製品及びソリューションは、日本市場でも様々な用途に採用され、
市場規模が拡大しています。日本でもEnOceanのエネルギーハーベスティング無線技術が定着した状態となってきたと言えます。

2022年1月、日本及びアジア地区において大きなニュースがあります。㈱ニフコは日本からアジア市場へ、そして欧州・北米市場への展開を念頭に置かれ、
今年1月よりEnOceanアライアンスの正会員からボードメンバーのプロモーターになられました。㈱ニフコの製品は世界中の自動車産業に品質の高い製品
を供給しています。㈱ニフコの活動は、日本及びアジア市場ではエネルギーハーベスティング無線センサの開拓及び普及の足掛かりとなり、㈱ニフコの高品
質の製品を欧州及び北米市場へ展開することにより市場でのトラブル・クレームの削減に繋がります。すなわち、エネルギーハーベスティング無線センサの
特徴であるメンテナンスフリー性がより一層確固たるものになると期待されます。

EnOceanアライアンス日本として、2021年に開催したイベントと2022年の計画は下記の通りです。

【2021年】
1） EnOceanアライアンス日本イベント春@東京市ヶ谷（4月）
2） EnOceanアライアンスジャーナル2021版発行（11月）
3）  EnOceanアライアンス日本イベント秋と第1回オープンイノベーションフォーラム@羽田イノベーションシティー（11月）
4）  スマートビルディング展への出展 ビッグサイト@東京国際展示場（12月）

【2022年】
1）  EnOceanアライアンス日本イベント春@東京市ヶ谷（5月）開催済… COVID-19入国規制の緩和政策により 

海外からも参加出来るようになりました。
2）  EnOceanアライアンスジャーナル2022版発行（11月）
3）  EnOceanアライアンス日本イベント秋と第2回オープンイノベーションフォーラム@羽田イノベーションシティー（12月）
4）  スマートビルディング展への出展 ビッグサイト@東京国際展示場（12月）

2023年以降の計画については、 EnOceanアライアンス日本イベント（春・秋）とオープンイノベーションフォーラムの開催とEnOceanアライアンスジャーナ
ルの発行は継続して行きますが、展示会などイベントについてはメンバーの皆様に意見を頂きながら決定したいと思っております。

イベント開催と展示会への出展以外の活動につい
ては、EnOceanアライアンス日本として、海外
のEnOceanアライアンスメンバー企業の日本市
場向け製品の投入をサポートして行きます。ここ
数年、日本市場でのEnOceanのエネルギーハー
ベスティング無線センサの販売台数の伸び率が
顕著になってきました。普及にあたり大事なこと
は、製品の品質と価格以外に製品のポートフォリ
オの拡充も重要なことです。海外のメンバーへ働
きかけ、日本市場にまだ上市されていないセンサ
を日本のメンバーに紹介し、皆様のビジネス範囲
を広げられるよにしたいと考えております。

最後に、今後のEnOceanアライアンス日本として、
どのようなことをしたら皆様のビジネスに貢献で
きるのか？皆様からのご意見を頂けます様お願い
致します。

EnOceanアライアンス　副会長 アジア担当 
板垣一美

 https://www.enocean-alliance.org/

EnOceanアライアンス日本の活動について

第 1 回オープンイノベーションフォーラム 
@ 羽田イノベーションシティ 

（2021 年 11 月開催）

スマートビルディング展 EnOcean 
アライアンスブース @ 東京国際展示場 

（2021 年 12 月開催）

EnOcean アライアンス日本イベント @ 東京市ヶ谷（2022 年 5 月開催）

Japan

EnOceanアライアンス
新ボードメンバー 
（プロモーター）

㈱ニフコ 
ライフソリューション 

カンパニー 
課長 中村高章
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日本市場向け新EnOcean製品eco 260,TCM 515J,USB 500Jの紹介
EnOcean GmbHは、電磁誘導式エネギーハーベスターeco 200の後継デバイスとなるeco 260、EnOcean
無線信号の送受信デバイスTCM 515J及びUSB 500Jを2023年より市場投入します。eco 260は押しボタ
ンスイッチなどに使用されますが、eco 200と比べ、応力負荷時のずれや変形に対し安定性が高くなり、TCM 
515Jは同じ送受信モジュールのTCM 410Jよ33%小さくなっています。また、USB 500Jはプラスチックハ
ウジングが白色となり白色系の多い市販ゲートウェイやアクセスポイントの色と調和性を持たせることができます。
EnOcean GmbH　セールスディレクター　板垣 一美

EnOcean GmbHは10年以上に渡り供給を続けた電磁誘導式エネルギーハーベスターeco 200を2023年末で生産終了し、同じく電磁誘導式エネルギーハー
ベスターeco 260を2023年より供給を開始します。

eco 260はeco 200と下記の点が異なります（図1）。
・固定箇所の構造 ：一部変更（3箇所→4箇所）
・板バネの作動距離 ：0.4mm増加
・動作させるのに必要な力 ：約1N減少
eco 260をハウジングに固定する場合、四隅で対応できるようになるため（eco 
200は3箇所）、負荷応力がかかっても位置がずれにくくなりました。また、
板バネの動作距離（増加）と動作させるのに必要な力（減少）は変わりました
が、結果として発生する電力はeco 200とほぼ同じです。また、相対的な
電力ピンの位置もeco 200と同じです。そのため、PTM 535Jなどのスイッ
チ用EnOcean通信モジュールは今まで通り使用できます。

現行のUSB 400Jは、TCM 410Jを内蔵した透明プラスチックハウジング
のUSBドングルですが、2023年に廃版とします。代わりにTCM 515Jを
採用し、プラスチックハウジングを白系統の色に替えたUSB 500Jを2023
年よりリリースします。多くのアクセスポイントあるいはゲートウェイは白系
統の色が多く、USB 500Jも同じ白系の色とし調和するようにしました。通
電時及び無線信号受信時のLED点灯（緑・オレンジ色）はハウジングの外
部より目視できます（図3）。USBドングルの応用事例として、ヒューレット・
パッカード-Aruba社のアクセスポイントに挿入するだけでEnOceanスイッ
チやセンサのデータをクラウドにアップロードすることができ、スイッチやセ
ンサデータを即IoTアプリケーションに活用できるようになります（図4）。

eco 200の後継デバイスであるeco 260はエネルギーハーベスティング無
線スイッチデバイスの品質向上、送受信デバイスTCM 515JはEnOcean
無線機器の小型化と低価格化へ、そしてUSB 500Jはオフィス環境下での
IoT化を容易にする製品です。EnOcean GmbHは今後もエネルギーハー
ベスティング無線スイッチ及びセンサ関連のデバイスを提供することで、セン
サメーカ及びソリューションプロバーダーの皆様のビジネスに貢献できるよ
う努力を続けて行きます。

EnOcean無線通信の送受信モジュールTCM 515Jは、昨年上市した
EnOcean GmbH社のSTM 550J/EMSIJ（マルチセンサ）とEMDCJ（人
感+照度センサ）に組み込まれ、実際に使用され始めています。2023年よ
りモジュール単独としても販売致します。TCM 515JはTCM 410Jと比べ、
動作電圧が低く（TCM 515J 2.0-3.6V vs. TCM 410J 2.6-5V）、大き
さが33%小さくなっています（図2）。また、ピン配置も異なります。TCM 
410Jはファームウェアの変更が可能ですが、TCM 515Jは単純な送受信
モジュールとしての使用になります（セキュリティー対応）。TCM 515Jの特
徴はTCM 410Jに比べ小さく安価であることです。

eco 200 eco 200

* 暫定仕様

eco 260 eco 260

図 1　電池誘導式エネルギーハーベスター　eco 200 vs. eco 260

図 3　USB 500J

透明のハウジングの写真となっていますが、
図 3 のように白系統の色のハウジングになります。

板バネ 
作動距離 1.2mm 1.6mm

作動に 
必要な力 2.7-3.9N* 1.6-2.5N*

図 2　送受信モジュール TCM 410J vs. TCM 515J

図 4　ヒューレット・パッカード -Aruba 社アクセスポイント

TCM 410J TCM 515J

https://www.enocean.com/ 
https://www.enocean.com/en/
applications/partnerships/aruba/
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EnOcean人感+照度センサEMDCJに 
People Activity Counter機能追加
EnOcean社のEMDCJはNFCで測定インターバルや発報条件（無線送信を行う時の閾値）などを任意の値に
設定できる人感センサ+照度センサです。このEMDCJに（人などの）活動量を無線送信するPeople Activity 
Counter機能が追加されます。 People Activity Counterは単位時間あたりの人の活動量（運動量）を無線送
信します。人感+照度センサあるいはPeople Activity Counterの設定はスタンドアローンのNFC Reader/
WriterあるいはNFC対応のスマートフォンで切り替えます。
EnOcean GmbH　セールスディレクター　板垣 一美

EnOcean 社 の 人 感 センサ + 照 度 センサ
EMDCJはNFCで測定パラメータや測定イン
ターバルや発報条件（無線送信を行う時の閾
値）をNFCで任意の値に設定できる日本市場
向けの人感センサ+照度センサです（図1,2）。
ビルオートメーションやオフィスマネージメン
トなどのアプリケーションに採用されています。
2022年後半からEMDCJに人の活動量を無
線送信するPeople Activity Counter機能
が追加されます。People Activity Counter
は単位時間あたりの人の活動量（運動量）を
無線送信します。活動量は短時間あたりの人

がどれだけ動いたかを数値したものです。活
動状況や人数によって数値が変わります。人
数が固定されている場合、People Activity 
Counterの数 値からほぼ 静 止しているの
か、あるいは動作しているのかが判別できま
す。例えば、トイレなどの個室に設置した場
合、何かの原因で倒れ、動けない状態にある
のか？凡そ判別できます。図3，4はPeople 
Activity Counterの動作例です。1人がデス
クワークをしている場合、座りながら軽い運
動をしている場合、そして不在時のPeople 
Activity Counterの測定値の解析結果です。

デスクワークをしている場合People Activity 
Counter値は僅かに上昇、運動をしている
場合は上昇率が大きく、不在時はPeople 
Activity Counter値の上昇はありません。こ
のようにPeople Activity Counter値の動き
により凡その状況が判定できます。

人感+照度センサあるいはPeople Activity 
Counterの設定はスタンドアローン型NFC 
Reader/Writer（+PC 使 用 ）あるいはNFC
対応のスマートフォンで設定できます。人感
センサ+ 照度センサの用途以外にPeople 
Activity Counterとしても使用できることは、
１つの製品でデバイス応用範囲が広がるため
在庫管理や融通性の点で大きなメリットと言え
ます。

図 1　人感センサ + 照度センサ EMDCJ

図 2　NFC 対応スマホによる設定状況

図 3　EnOcean テレグラム解析 S/W DolphinView（全体画面）

図 4　EnOcean DolphinView の People Activity Counter のテレグラム解析図 
（図 3 の DolphinView 拡大画面）

https://www.enocean.com/en/product-category/self-powered-sensors-finished-products/

EnOcean 社テレグラム解析 S/W DolphinView 拡大

* 1 人の動作をモニタリング

着席しながら軽い運動
デスクワーク 不在

デスクワーク
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DEUTA Control社 
ピープルアクティビティーカウンターの紹介
丸紅情報システム株式会社はドイツのDEUTA Control社のピープルアクティビティーカウンター 
を販売致します。このピープルアクティビティーカウンターはカメラを使用しないで通過した人数の
データをEnOcean無線プロトコルで無線送信します。建物、又はエリアの出入り口に設置する事で
入場者数、退場者数の把握が可能になります。
丸紅情報システムズ株式会社　技術本部 アプリケーションサービス技術部　鈴木 偉也

コロナ禍における3密回避の為、セミナーや喫
煙所など人が集まる場所において来場者、利
用者数のデータの把握が必要です。

また利用者数の計測をしたいが、脱衣所・ト
イレなどプライバシー保護が求められる場所
においてはカメラが使用できないケースがあり
ます。

これらのご要望に応える為の製品としてDEUTA 
Controls社のピープルアクティビティーカウンター

「EnoSense People Counter」を紹介致します。

本センサーは単3電池2本で5年以上の長寿
命、手のひらサイズのコンパクト設計、カメラ
非搭載によるプライバシーの確保など、場所
を選ばずどこにでも設置できる為、非常に使
い勝手の良い特徴を持っています。

この製品は、二つの赤外線センサーを利用し
て人の動きを検知します。検知した順番によっ
て人の動きの方向を判断する事により、入場、
退場を見分ける事が可能です。

現在欧州および北米向けの周波数に対応して
おりますが、近日中に日本向けの周波数に対
応した製品がリリースされる予定です。

EnoSense People Counterの特徴
・配線不要な無線通信・コンパクト設計
縦37㎜、横80㎜、高さ36㎜と手のひらサイ
ズの大きさの為、配線の取り回し等から解放
され、取り付け場所を選ばずに柔軟な使用が
可能となります。

・受動型赤外線（PIR）センサー
PIRセンサーは防犯センサー等でごく一般的
に使用されているセンサーで人体が発する体温

（赤外線）を検知するセンサーです。

EnoSense People Counterは、この赤外
線センサーを2個搭載し、人の動きの方向を
検知するとカウントアップ、カウントダウンの
信号を送信します。

例えば、センサーに対して右から左に人が通っ
た場合は、カウントアップ、逆に左から右に人
が通った場合はカウントダウンという信号を送
信します。

このように、EnoSense People Counter
を建物、又はエリアの出入り口に設置する事
で入場者数、退場者数の把握が可能になり
ます。

人数カウントによく用いられるA.Iカメラは監
視カメラのような外観をしていることが多く、
実際にカメラで撮影する事もあるため、プライ
バシー保護を重視する場面においては毛嫌い
される事があります。

また現場の天井に設置して電源を確保するな
ど、手間がかかり、価格も高価な事がデメリッ
トとしてあげられます。

一方、カメラ非搭載、安価、電池駆動で設
置が容易なEnoSense People Counterで
あればこれらデメリットを考える必要がありま
せん。
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機能検証
今回、会議室のデスクにEnoSense People 
Counterを設置し、動作検証を行いました。

使用した機材は、１. EnoSense People 
Counter　２. USB400J（通信の受信に必要
なUSB型送受信機）　３. PCです。

今 回の検 証では EnOcean 提 供のツール
「Dolphin View」を確認用ソフトウェアとし
て利用しました。

本 ツ ー ル は、EnOcean の ウェブ サ イト
（https://www.enocean.com/）よ り 無 料
でダウンロード可能で、EnOcean規格の無
線確認に便利なツールです。

会 議 室 の 机 上 に EnoSense People 
Counterを設置し、1m程離れた場所を行き
来しました。

その結果、DolphinView画面上では、下図
のとおり、通り過ぎる度にカウント値が送信さ
れています。

さらに一人ではなく、複数人にて間隔をつめ
て通り過ぎたり、早歩きで通り過ぎたりと様々
なパターンで検証を実施しました。

実験の結果、下記事項が判明しました。
・ 人数カウントに必要な条件として１人目と2

人目の間隔は１ｍ程度必要。
・ 検知できる移動速度はおよそ時速6km程度

まで。
・ 縦並び、横並び、どちら人の間隔が狭い場

合は一人分としてカウントする。

この結果から、本センサーは精確な人数カウ
ントというよりも、簡易的な人数検知に適して
いる事がわかりました。

Dolphin view 外観

Dolphin view 確認画面

社内実験風景 社内実験結果

本検証では会議室を使用いたしましたが、他
にも脱衣所・トイレなどプライバシー保護が
求められる場所や、セミナーや喫煙所、商業
施設など人が通り過ぎる場所等、様々な場面
での活用をご検討下さい。

https://www.marubeni-sys.com/
enocean/
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振動発電EnOceanセンサ開発
アイテック株式会社は磁歪式振動発電デバイスを用いたEnOceanセンサの開発を行っています。今
回は工場などで使用されるモータに振動発電デバイスを取り付け、定常的に充電が行われ、環境温湿
度の測定データが安定して無線送信されることを確認しました。
アイテック株式会社　宮澤 史直

アイテック株式会社は10年前より環境発電デ
バイス“アーミンR”シリーズのスイッチやセン
サの開発・製造・販売を行っております。“アー
ミンR”はソーラーセルによる光電変換や運動
エネルギーを電磁誘導方式で変換した電気エ
ネルギーを用いてセンサ情報をEnOcean無線

（928MHz帯）で送信する製品です。

この度、新しい試みとして金沢大学・振
動発電研究室の磁歪式振動発電デバイス

「V-GENERATOR」(https://vibpower.
w3.Kanazawa-u.ac.jp/)を用いた新しい振動
発電方式による無線センサの製品化を検討し
ています。V-GENERATORの発電原理は逆
磁歪効果と電磁誘導です。U字型フレームに
磁歪素子と永久磁石・コイルを配置した構造
になっています。振動によるU字型フレームの

変形で磁歪素子に圧縮もしくは引張りの力が
作用します。その時に逆磁歪効果で効率的に
磁束が変化し、その変化に応じコイルに起電
力が発生します。起電力はV-GENERATOR
の大きさと振動体の振動周波数により変わり
ま す (V-GENERATOR の 大 きさ：6mm x 
20mm x 7mm ～ 100mm x 300mm x 
100mm,周波数：数Hz～600Hz,発電量： 
100μW～1W)。

図2は今回試作した振動発電無線センサ
(V-GENERATORとEnOcean モ ジ ュ ー ル
STM 431J)です。また、図3は振動発電無
線センサを家庭用エアコンの室外機に取り付
けた状態です。尚、今回の振動発電の共振周
波数は50～60Hzに合わせています。

試作した振動発電無線センサはV-GENERATOR
で発電した電力でEnOcean STM 431Jを
駆動し環境の温湿度を測定・無線送信を行っ
ており、ABLIC社製CLEAN-Boost®電源コ
ア®の採用により発生電力を無駄なく利用可
能です。発生電力の余剰分でEnOcean通信
モジュールを確実に充電できることを実証でき
ました。モーターのように安定した振動があ
る場合には振動発電は有力なエネルギーハー
ベスティング源と言えます。全く光が無い場
所や温度差発電を使用できない環境でも（有
限的な寿命があり定期的な交換が必要となる）
電池を使用することなく、安定したエネルギー
源として振動発電は利用できます。

当社の得意とする環境発電無線通信技術に
振動発電無線デバイスを加えることで、今ま

で以上に幅広い分野でのご要求に対応できる
ものと考えています。 https://www.itec-corp.co.jp/

振動により磁歪材料が歪んで磁束変化が起こり、 
コイルに起電力が発生します。

図 1　磁歪式振動発電デバイス V-GENERATOR

図 2　振動発電無線センサ 
（振動発電 V-GENERATOR+STM 431J）

図 4　振動発電無線センサによる環境測定
(EnOcean DolphinView)

図 5　発電と無線送信の状況

図 3　振動発電無線センサをエアコンの 
室外機に取り付けた状態

H
W L

この部分に錘を取り付けて使用。錘重量と 
位置を調整して対象物の振動に合わせます。

エアコンの室外機に取り付け、20 秒毎に無線送信可能
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ロープ状のセンサーで 
漏水を検知するセンサー
漏水を検知するセンサー部分が“点状”ではなく“ひも状”なので、幅広い場所での水漏れ検知ができる
センサー製品です。漏水、浸水などの事故をいち早く知らせることができ、建物、機器などの被害極
小化に貢献できます。
NISSHAサイミックス株式会社　吉川 久男

■漏水センサー
漏水センサー（水漏れ検知センサー）はこれま
でもありましたが、そのほとんどは、漏水を“ピ
ンポイントに検知する”というものでした。多く
の漏水センサーの検知の仕組みは、ある2つ
の電極間に液体が入ることにより電極間に電
流が流れ検知するものでした。水漏れする場
所がピンポイント的に予め想定できる場合は
そういう製品で有用でした。

一方、水漏れする場所が広い範囲に及んだり、
特定の水漏れ場所を予想できない場合では、
センサーを何個も設置することになり、実用
的ではありませんでした。

今回、開発を進めている漏水センサーは、検
知するセンサーがロープ状になっており、この
ロープのどこか（どこでも）が液体で濡れると、
水漏れとして検知できる仕組みになっています。
いわば、1次元のひも状にセンシングができる
ものです。水漏れが発生する可能性のある場
所に、このロープ状のセンサーを置いておいた
り、巻き付けておけば、どこで水漏れが発生
しても検知できます。

■VISION社
VISION社は、1984年に設立された台湾の
VISION AUTOMOBILE ELECTRONICS 
INDUSTRIAL CO., LTD.の一部門です。ホー
ムセキュリティ関連で多様なセンサー製品を
提供しています。今回、VISION 製品の一
つであるWater Sensor製品の通信方式を
EnOcean対応（928MHz）を行い日本国内
に展開いたします。

■ VISION社Water Leak Sensor 
（漏水センサー）製品

図１に製品の写真を載せました。本体部分
とセンサー部分のケーブル（取り外し可能）と
で構成されています。この類のセンサー製品
は、普段は行き来しない場所に設置する場
合が多いので、漏水した場合にたまたまセン
サーが故障していたのでは、センサーの役割

を果たせません。この製品は電池（一次電池）
で駆動し、ハートビート信号を定期的に送出
し、万一の故障発生時も直ぐに分かるように
しています。一般的な使用環境、方法の場合、
電池で約10年動作するよう設計されていま
す。また、暗号処理機能も内蔵していますの
で、外部からセンサーの存在を検知されない
ようになっています。センサーのケーブルは用
途に合わせて使えるよう、1m、3m、5mの
ものから選べるようになっています。主な仕様
を表１に載せました。

■利用シーン
シーン１：
何処に漏水が発生するか、予め絞っておけな
い場合には、可能性ありそうな床などに、ケー
ブルを延ばしておけば、どこかが濡れても直ぐ
に検知して無線で検知できます。

シーン２：
タンクやパイプなどの立体物の場合、床にケー
ブルを敷設するのもいいですが、タンクやパイ
プに巻き付けておく方法もあります。そうすれ
ば、床で検知するより早いタイミングで漏水
を検知できます。

シーン３：
最近、大雨が頻発しているので、外部から水
などが浸入する場合も多く発生しています。こ

の場合も、扉などの直ぐ脇にケーブルを設置
しておけば、浸水をいち早く検知できます。

シーン４：
水を使っている機器（洗濯機、キッチンなど）
や冷蔵庫など、水分が発生する機器は、奥の
場所に設置する場合が多く水漏れが発生して
も直ぐに気付かず、放っておいて被害を大きく
るすことがよくあります。この漏水センサーを
敷設しておくことにより、いち早く漏水を検知し、
被害を最小限にすることができます。

https://www.nissha.com/company/
office/simics.html

製品仕様
モデル Water Leak Sensor

通信 
プロトコル

FSK 
（EnOcean Radio  
Protocol version 2)

無線周波数 928.35MHz
暗号方式 AES-128

電源 電池（CR-123A）

電池寿命
約 10 年 

（使用環境、使用条件など
によって変わります）

動作電圧 2.6 ～３V

動作環境 温度：-20℃～ 40℃、 
湿度：０～ 90%

保管環境 温度：-20℃～ 60℃、 
湿度：０～ 90%

色 白（本体部分）
サイズ 88x25x21mm（本体部分）
重さ 50g（本体部分）

センサー
ケーブル

1m、3m、5m から 
選択可能 

（色：黒またはオレンジ）

その他
の機能

電池検出 
LED 表示（状態表示） 
タンパースイッチ装備

EMC 規格 FCC 対応

表 1

図 1
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OpenBlocksⓇ IoTゲートウェイが 
Things CloudⓇと簡単接続可能に
EnOceanなど主要通信規格のIoTデバイスとノーコード接続できるIoTゲートウェイ、OpenBlocks 
IoTシリーズに「Things Cloud®接続用Node-REDフロー」がこのたび用意され、Things Cloud®
でもノーコードで簡単に接続・登録可能となります。
これにより、OpenBlocks IoTシリーズと接続したEnOceanセンサーなどのIoTデバイスが簡単に
Things Cloud®で登録され、データ収集できるようになり、より迅速にIoTシステム構築が可能と
なります。
ぷらっとホーム株式会社　製品マーケティング部　柳原 知明

データ収集、可視化ができるまでに 
時間がかかるIoTシステム構築
IoTセンサーなどのIoT機器では、EnOcean
規格を代表としたIoT特有の通信規格(プロト
コル)を用いることが多く、IoTゲートウェイを
用いて、それらのデータをインターネット上で
送受信できるように変換し、クラウドへデータ
を送信する必要があります。しかし、一般的

なIoTゲートウェイは、クラウドとの接続や、
個々のIoTデバイスとの接続の為のプログラム
開発が必要です。

EnOceanデバイスや 
主要クラウドとノーコード接続 

「IoTゲートウェイソフトウェアFW4」
OpenBlocks IoTシリーズは、そのようなプ

ログラム開発が不要で、各種IoTデバイスと
の接続、データ変換、AWSやAzureなどの
主要クラウドへのデータ送信を、WEBブラウ
ザ上の設定だけで可能とした「IoTゲートウェ
イソフトウェア FW4」を搭載しています。

しかし、主要なクラウドサービスの中でも
Things CloudⓇは、単にセンサーから送信さ
れるデータを受けるだけでなく、クラウドと接
続しているIoTゲートウェイや、それに接続さ
れている複数のセンサーをグループとして管理
ができるなど、利便性が高い仕様になっており、

「IoTゲートウェイソフトウェア FW4」でも充
分な対応ができておりませんでした。

Things CloudⓇ接続用Node-RED 
フローでノーコード接続を実現
OpenBlocks IoTシリーズには、昨今、IoT
システム開発でメジャーとなりつつある、ビジュ

アル開発ツール「Node-RED」が搭載されてい
ます。

このたび提供する「Things CloudⓇ接続用
Node-REDフロー」は、その「Node-RED」
開 発 ツ ー ル に 取 り込 む だ けで、Things 
CloudⓇとの接続がノーコードで設定できるよ
うになるプログラムです。

それにより、「IoTゲートウェイソフトウェア 
FW4」と「Node-RED」を 使 用 し、「Things 
CloudⓇ接続用Node-REDフロー」をダウンロー
ドし簡単な設定をするだけで、OpenBlocks 

IoTシリーズとIoTデバイスがグループ化され
た形でThings CloudⓇに登録され、データ
受信が可能となります。

設定はWEBブラウザ上で接続に必要な
情報を入れるだけ
この「Things CloudⓇ接続用Node-REDフ
ロー」は、IoTデバイスの登 録や、Things 
CloudⓇの認証情報などの設定を自動的に行
うもので、Things CloudⓇとの接続が簡単に
行えるようになっており、IoTシステム開発者
に利便性の高いものとなっています。

OpenBlocks IoT シリーズ
(VX2 モデル )
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①OpenBlocks IoTシリーズの登録※

②IoTセンサー・デバイスの登録

「Things CloudⓇ接続用Node-RED
フロー」の提供方法
この接続フローはThings CloudⓇのポータル
サイトのデバイスリストガイドでのダウンロー
ド配布を予定しております。詳しくは当社へお
問い合わせください。

この「Things CloudⓇ接続用Node-REDフ
ロー」を利用することにより、Things CloudⓇ

やOpenBlocks IoTシリーズの活用が促進さ
れ、IoTシステム開発にかかる工数がさらに少
なくなり、IoTシステムの普及が促進されるこ
とを願っております。

https://blog.plathome.co.jp/
noderedthingscloud/

※ OpenBlocks IoT シリーズ、及び Node-RED の初期設定が必要です
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EnOceanゲートウェイの 
Windows連携機能
株式会社デバイスドライバーズのE-Kit EnOceanゲートウェイは設定やプログラミングが不要で 
直ぐに利用でき、EnOceanの各種センサのデータをローカル機器と各種クラウドに転送するIoT 
ゲートウェイで、複数のWindowsマシンで複数のEnOceanセンサのデータを監視できます。
株式会社デバイスドライバーズ　日高 亜友

E-Kit EnOcean ゲートウェイは、設定や
プログラミングが不要で直ぐに利用でき、
EnOceanの各種センサデータをローカル機
器と各種クラウドに転送するIoTゲートウェ
イです。今回はゲートウェイ1台で常時、現
場にある複数のWindowsマシンで複数セ
ンサの温度を監視したいというお客様の要
望に応えました。ゲートウェイから複数台の
Windows マシンにEnOceanデータを送信
し、Windows通知機能と連携してデータ表
示と監視をするシステムを開発したので紹介し
ます。まずゲートウェイの主な機能を紹介し
ます。

●簡単GUI
Webブラウザで全ての設定が完了し、運用状
況がモニターできます。

●EEP/GP・セキュリティー対応
EEP/GPプロファイルとEnOceanセキュリ
ティーに対応し、LEARNボタンを押すだけで、
すぐにセンサノードを登録してデータ転送を開
始します。

●クラウドサービス連携
Microsoft Azure, OPC UA (Industry 4.0 
推奨プロトコル), iBRESS Cloud の各サー
ビスに対応済で、購入後すぐに利用できます。
対応サービスは今後拡充予定です。

●ログファイル機能
運用ログ情報を保管し、参照またはCSVファ
イルでダウンロードできます。

●リアルタイムデータ表示
ブラウザにテレグラムのリアルタイムモニター
表示と、測定データのメーター形式とグラフ
表示のローカルGUIを提供します。

●ローカルサーバー
ローカル接続のマシンに対して、EnOcean 
Over IPに準じるJSON形式データを配信し
ます。今回紹介のWindows 連携はこの機能
を利用します。

●ファームウェア更新
最新機能や個別対応機能を利用できます。

■画面紹介
ブラウザでログイン後操作して、各種設定や
モニターを行います。機能の一部と簡単に解
説します。

●メイン操作
全デバイスとノードの一覧表示のほか、モニター
画面ではリアルタイムでテレグラムデータを表
示します。セキュリティー対応デバイスはEEP
番号に「!」マークが付き、黄色系の背景で表
示されます。4台の温度センサを接続した画面
を示します。

E-Kit EnOcean 
ゲートウェイ外観

画面１　メイン操作画面

STM550J マルチセンサE-Kit EnOcean 
ゲートウェイセット内容

ミニ温湿度センサ
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■Windows連携
Windows連携機能では次の機能を提供します。

●EnOceanデータのリアルタイム表示
●EnOceanデータの記録とダウンロード
● ノード別設定可能なWindows機能による

異常通知

このWindows連携機能は当初、次の画面の
様なWindows 11で新しく搭載のウィジェット
(Widget)と呼ぶサブディスプレイのモジュール
として搭載する予定でした。しかしWindows 
11のカスタムウィジェット作成環境の提供の遅
れにより、やむを得ずWinUI 3というウィジェッ

トに移行し易い新しいWindowsアプリとして
開発しています。その結果Windows 10でも
動作することになり、ウィジェット版提供後も
引き続きサポートして行く予定です。

■まとめ
Windows 上 で 動 作 するEnOceanアプリ
ケーションは多数ありますが、このように
WindowsやWindows 11の新機能に対応に
対応するものは皆無です。今後は弊社が開発
したEnOceanミドルウェアライブラリを活用
し、Windowsを始めとする各種プラットフォー
ムへの使い易いゲートウェイや連携機能を実
現していきます。ご期待ください。

http://www.devdrv.co.jp/

●モニター
モニター機能は登録済デバイスのデータ内容
と電波強度をリアルタイムで表示します。セキュ
リティーデバイスはオレンジ色で表示されます。

●Microsoft Azure
IoT HubとIoT Centralに接続して、Azure
が用意する様々な機能を利用できます。画面
例のIoT Centralでは、IoT Plug and Play
によるデータとグラフの自動表示をサポートし
ます。

●ログリスト
EnOceanデータ受信状況、各サービスへの
転送状況、操作記録をログファイルで管理し
ます。各ログファイルは、ログリスト画面に表
示される一覧から選択して表示します。

●OPC UAサーバー
ゲートウェイではOPC UAサーバー搭載、様々
なOPC UAクライアントと接続して、FA分野
の機器を一括管理が可能です。OPC UAクラ
イアントのSkkynet DataHubでのデータ表
示例を示します。

●ログデータ表示
モニター画面と同じ各受信テレグラムの内容
を電波強度とともに保管、CSV形式で記録、
表示とダウンロードが可能です。

●iBRESS Cloud
iBRESS Cloudはベルチャイルド社提供のク
ラウドサービスです。画面例の様に、Web 
GUI上で200以上の図形パーツを組み合わせ
た表示画面を自由に開発・設定できます。

画面２　モニター画面

画面５　Azure IoT Central 表示画面

画面３　ログリスト画面

画面６　Skkynet DataHub

画面４　ログデータ表示画面

画面７　iBRESS Cloud ビル管理画面例

画面８　Windows 11 画面
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スタイリッシュなデザインの 
EnOcean無線CO2センサの紹介
ワッティー株式会社は非分散型赤外線吸収法(NDIR)方式でスタイリッシュなデザインのEnOcean
無線CO2センサNDIR CO2 COW-01の販売を開始しました。会議室をはじめとする閉鎖空間での 
密閉・密集・密接の“3密”になりがちな場所のCO2濃度を計測し換気を促す指標として活用できます。
ワッティー株式会社　センサ事業部　課長代理　中村 祐貴

ワッティー株式会社はACアダプターで動作用電源を供給するNDIR
方式のEnOcean無線CO2センサHYCO（図1）を販売していますが、
2022年2月より外部センサを本体内蔵方式に変え、ラインパワーから内
蔵リチウム電池駆動とし、スタイリッシュなハウジングデザインに一新し
たEnOcean無線CO2センサNDIR COW-01の供給（図2）を始めました。

室内のCO2濃度が上昇すると、約1,000ppmで20%程度の人が不快
感や眠気を感じ、約2,000ppmでは大部分の人が不快感、頭痛、め
まい、吐き気を発症し10,000ppmを超えると死に至る可能性も発生
しCO2中毒の兆候をうかがわせる症状が現れると言われています。上
記症状以外に、CO2濃度の上昇により職務の効率や勉学の能率が低
下するとも言わています。換気に関する国内の法律には、室内のCO2

濃度は、建築物内1,000ppm以下（厚生労働省／建築物環境衛生管
理基準）、教育施設は1,500ppm以下（文部科学省／学校環境衛生
基準）に保つよう定めています。

また、近年、新型コロナウィルス感染対策の一環として密閉・密集・密
接の“3密”になりがちな閉鎖空間のCO2濃度を計測して、CO2濃度の
上昇時、換気を促す指標として使用されているケースも多くなっています。

オフィスや学校などで使用される例が近年増えてきていましたが、新型
コロナウィルス禍で今まで以上にCO2センサのニーズが高まっています。

EnOcean 無 線 CO2センサ NDIR COW-01は、CO2濃 度 (0～
2,550ppm 実際には400～2,550ppm)の他、温度(0～51℃)及
び湿度(0～100%RH)を測定し、無線送信します。測定間隔はディッ
プスイッチ(図3)で1分、10分、20分、30分間隔と設定できます。
EnOcean GmbH 社 の DolphinViewで EnOcean 無 線 CO2センサ
NDIR COW-01から受信したテレグラムの解析結果が図4です。 

動作用電源としてACアダプターを使用する必要がないため(コンセント
電源確保が必要ないため）、EnOcean無線CO2センサNDIR COW-01
はCO2濃度を測定したい場所に容易に設置できます。職場や学校の環境
モニタリング用として、あるいは会議室をはじめとする閉鎖空間での“3密”

になりがちな場所の環境測定用として今まで以上にEnOcean無線CO2

センサNDIR COW-01は設置し易い便利な製品です。

図 1　EnOcean 無線 CO2 
センサ HYCO

図 3　EnOcean 無線 CO2 センサ NDIR COW-01 測定間隔設定

側面のディップスイッチで測定間隔設定
（青ボタンは Teach_In テレグラム発信用）

図 2　EnOcean 無線 CO2 
センサ NDIR COW-01

図 4　EnOcean 無線 CO2 センサ NDIR COW-01 動作状況 
（1 分間隔）

項目 内容

CO2 センサ 計測レンジ :0 ～ 2,550ppm 分解能 : 
10ppm 検出精度 : ± (3%+50ppm)

温度センサ 計測レンジ :0 ～ +51℃ 分解能 :0.2℃ 検出精度 :
± 1.0℃ (0 ～ +51℃ )

湿度センサ 計測レンジ :0 ～ 100%RH 分解能 : 
0.5%RH 検出精度 : ± 4.0%(0 ～ +51℃ )

EEP A5-09-04
送信間隔 1 分，10 分，20 分，30 分間隔で選択可能

電源 内蔵リチウム電池
筐体サイズ W:59mmxH:91mmxD:28mm

表 1　EnOcean 無線 CO2 センサ NDIR COW-01 諸元

https://watty.co.jp/iot/wireless/
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ヤマウチ製EH発電デバイスによるセンサ紹介
ヤマウチ製エナジーハーベスト用発電デバイスとEnOcean製PTM535Jなどによる無線との組合せにおける
センサとして、駐車場における自動車検知センサと、公衆トイレにおける使用状況を検知するセンサを現在開
発検討中です。そこで、その内容を紹介させて頂きます。
ヤマウチ株式会社　メディア関連事業部　可児孝介、林高良、浅野義和、辰己純一、中垣千里

＜駐車デバイス＞
駐車場での自動車検出センサとしては、車の
タイヤの１つが乗り上げて通過して駐車した
際、駐車と判別し、逆向きにタイヤが乗り上
げて出て行くと、出庫と判別するセンサにな
ります。内容は非常にシンプルな構造で、路
面に置いてアンカーボルトで固定するだけで、

設置が可能です。車のタイヤがこのデバイス
上を通過する事で発電して無線を飛ばします
ので、電源工事や配線工事は一切不要です。
またEnOceanの無線を使用していますので、
照明などと連動する事も可能です。

最近、大規模駐車場では、カメラを使用した
システムが主流になりつつあります。しかし、
比較的小規模な駐車場や、臨時の駐車場で
は、投資額も含めてなかなか難しいです。そ
うしたニッチな用途で、配線工事は不要で、
簡単に設置出来るシステムとして提案したいと
思います。

また駐車後、人の乗降の際、駐車デバイスを
踏んだりして入出庫の誤判定を防止する方法
として、反応する重さの違いや、無線データ
のパターンなどから判断する様なシステムを検
討しております。さらに、防水・防塵対策とし
て、無線基板などは局所的に覆いますが、水
や塵は外へ自然排出される形で考えております。
これらは、本年10月からの実証試験で見極め
を行う予定です。

＜トイレドアロック＞
ヤマウチ製発電デバイスとEnOceanPTM535
ｘとの組み合わせで、トイレ個室の利用状況
を判別するセンサも開発しました。こちらは
海外展開用で考えております。特に欧米では、
EnOceanは広く普及していますので、我々は
ドアロックの部分のみの提供を考えております。
ロックの方式としては、スライド式と回転式を
準備しております。

内部の構造は非常にシンプルです。スライドや
回転レバーでドアをロックすると、ヤマウチ製
発電デバイスのスイッチを機械的に押す形とな

り、使用中の無線が飛びます。またロックを
解除すると、機械的にスイッチを戻す形となり、
空き状態の無線が飛びます。あとは、無線を

受ける側でいろいろなシステム構築が可能とな
ります。また非常時には、表側から開錠する
事も可能な形に致します。

＜ヤマウチ製発電デバイス＞
昨年、押し心地にこだわった発電デバイスを
紹介しましたが、実際の利用環境においては、
押し心地よりも薄型化が必要と判明しました。
そこで、今回は薄型化したタイプにして、組
込誤差の許容も大きく取れる形で、駐車デバ
イスやトイレドアロックに応用展開しております。

https://www.yamauchi.co.jp/

入庫

ヤマウチ製発電デバイス EnOcean 製 ECO200

出庫

ヤマウチ製発電デバイス：１台
EnOcean PTM535J 無線基板：１台　入庫：80 ／出庫：00
駐車デバイス：800L × 500L × 60H
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多目的に使えるM5 GateBoxの 
拡張デバイスと応用
リモッテ・テクノロジーズ株式会社は、EnOeanのゲートウェイとしての機能に加え、各種センサー
やアクチュエータを簡単に拡張できる多目的コントローラーM5 GateBoxを展開しています。多く
の場合、プログラムを一切書くことなく簡単に高機能なIoTシステムを構築でき、本稿では、最近追
加したスマートプラグや315 MHz OOK受信、ZigBee互換のトランシーバーなどの拡張デバイス、
およびその応用をご紹介します。
リモッテ・テクノロジーズ株式会社　福士 晴夫

M5 GateBoxシリーズ
40 x 72 mmの小型の筐体に、EnOceanの
トランシーバーモジュールTCM 410Jとアン
テナを埋め込み、マイコンとしてデュアルコア
のESP32を搭載、Wi-FiやLTE-M（MQTT）、
USBで接続されたホスト側と双方向通信が出
来ます。拡張用にGROVEコネクタを３つと、
M5StickC用のHATコネクタを持ち、カスタ
ムメイドのセンサーやアクチュエータとして、
EnOcean側やホスト側とやりとりできるほか、
自動化設定により、この装置単体で各種の制
御が出来るなど、多彩な機能を有しています。

沢山の拡張デバイス
一般的なIoTシステムが利用するほとんどのセ
ンサーやアクチュエータをサポートしています。
最近追加したSCD40を使ったCO2センサー
では、自動キャリブレーションのオン・オフ切
り替えや、装置本体のボタンを利用した強制

キャリブレーションが出来ます。スピーカーは、
プリセットされた複数のアラームを鳴らすだけ
でなく、88鍵のピアノ相当の音階で作曲した
ものを再生できます。集合カラーLEDは色々
なサイン・ディスプレイに使え、複数個を数

珠つなぎにし、より大きな面を構成することが
出来ます。リレーは、１，２，４チャンネルのも
のがあり、ソリッドステート（SSR）のものもあ
ります。

(MQTT)
Wi-Fi

USB

ホスト側

(インターネット)
LTE-M

EnOcean 側 M5 GateBox

センサー

自動化

アクチュエータ

M5GateBox シリーズ 制御可能なデータの流れ

Ｋ型熱電対
（MAX31855KASA）

CO2
（Sensirion SCD40）

照度計
（BH1750FVI-TR）

マイクを利用した
簡易騒音計

温度・湿度・気圧

人感

押しボタンスイッチ

フォト・インタラプタ

磁気

照度・色

GPS

３軸加速度・ジャイロ

電圧・電流・A/D

ボリューム

距離（TOF・超音波）

土壌水分量・水位

集合カラー LED
（37個）

リレー
（1, 2, 4, SSR)

水やりポンプ

スピーカー・ブザー

ファン・モーター

D/A

サーボモーター

LED

各種センサーの例

各種アクチュエータの例
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さまざまな汎用電子部品や家電製品が低価格で
電気用品安全法（PSEマーク）に準拠したス
マートプラグが一般家庭で普及しています。
主に、スマートスピーカーの音声アシストやス
マートフォンからの遠隔操作で利用されていま
すが、GateBoxからも利用できるようにしま
した。今回対応したのは、電源をオン・オフ
する機能に加えて、消費電力をほぼリアルタイ
ムに取得できるGosund社製のもので、1台
当たりの価格は千円ちょっと。220ボルトにも
対応しています。

スマートプラグの利用にはWi-Fiが必要です。
設定時にはインターネットが必要ですが、運
用時には不要になります。電流の測定には、
クランプ式など他の方法もありますが、スマー
トプラグのような既製品を使った方が早くて安
くシステムを構築できます。この時、実際の
オン・オフをするためのスイッチやセンサーな

どのデバイスや、現在の状態、電力値をやり
とりする部分をEnOceanの技術を使うなど、

複数の技術を「良いとこ取り」したシステム作
りが行なえます。

315 MHz受信 / IEEE 802.15.4（Zigbee互換）送受信
エネルギーハーベスティングな無線技術が最
大の特徴 EnOceanデバイスですが、様々
なユーザーニーズの中で、システムの全てを 
EnOcean対応製品だけで構成することが困
難な場合があるのも確かです。乾電池式のセ
ンサーだけど低価格だったり、ボタン電池式
で超小型のものであったりと、異なる無線方
式のデバイスが混合した状態で、しかしなが
ら利用する側にとっては統一された操作方法、
運用管理が出来るようにすれば、システムを
柔軟に構築するための幅が出来ます。

今回、315 MHz帯でのOOK変調のセンサー
を受信できるものと、ZigBee互換でバイト列
の送受信が出来るモジュールを作成しました。
両方とも GateBox本体のGROVE端子に接
続して使え、EnOcean側およびホスト側と相
互に通信できます。

複数台を連携させた多様な使い方
複数台のGateBox同士を連携させた使い
方で、リモートコントロールなどのシステム
を構 築 できます。EnOcean の 電 波 だけ、
EnOceanとWi-Fi、ないしはLTE-Mを含め
全ての電波を同時に活用して連携できます。
このような活用方法でさえプログラムを書く必
要がなく、管理ツールを使って設定するだけ
で簡単に実現できます。

EnOcean 側 Wi-Fi

Wi-Fi アクセスポイントOn/Off 電力値
（2,000 円程度）

EnOcean EnOcean EnOcean

CO2 測定 音で通知

LTEサーバー

積層信号灯で通知 赤外線リモコン

LTELTE

Wi-Fi

Wi-Fi Wi-Fi

ルーター

EnOcean の電波 （928 MHz）

315 MHz (OOK) 受信 （ZigBee 互換）
IEEE802.15.4 送受信

EnOcean 側 ホスト側

複数のスマートプラグの On/Off 制御と消費電力

複数の GateBox を連携

他の無線方式の既製品を柔軟にシステムに組み込む

EnOcean センサ・ソリューションの開発環境 17



携帯式のEnOceanテスター・ロガーとして
スマートフォンやタブレットにUSBケーブルで
直接接続し、無料の通信アプリを利用するこ
とで、携帯式のテスター・ロガーとしても利
用できます。EnOceanのデバイス毎に名前を
付けたり、フィルタリングして特定のテレグラ
ムだけを受信するように設定でき、データは
スマートデバイスの画面上に、時刻と共に表
示されます。受信信号強度やシグナルテレグ
ラムも表示できる他、CSVファイルに保存して、
データを活用することもできます。

ノーコード・ローコードでシステムを構築
M5 GateBoxは、それ単体で動作させる利
用方法やクラウド上にデータをアップするIoT
システムの機能要素として活用する方法があり
ますが、弊社のAll-In-One IoTプラットフォー

ムを使用することで、多くの場合プログラムを
作成することなく、ないしは少しのコードだけ
で、構成がシンプルで、迅速にIoTシステムを
構築することができます。エンドユーザー自身

が管理設定し、お使いいただく分には無料で
ご利用できますので、是非ご利用ください。

端末のバッテリーとディスプレイを活用

SNS ログイン認証 製品に付属の EnOcean IoT の画面例

www.remotte.jp
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■オフィスビルのセンサーやスイッチのデータは誰のもの？
オフィスビルにあるセンサーデータは誰のものなのでしょうか？建物の中
には数多くのセンサーが設置されていますが、そのデータを活用して何
かをしようとしたとき、そのビルのオーナーでも使わせてもらえないと
使いたくてもつかえないことがほとんどです。

同じように照明や空調などのスイッチを操作したデータは誰のものでしょうか？

そもそも、従来はセンサーやスイッチはあくまでも設備を動作させる為
に設置されたもので、そのデータ単体が価値をもつことはありません
でした。しかし、このようなデータを収集、解析、視覚化することで、
トイレやオフィスの利用状況や頻度などを把握することが可能になり、

covid-19以降、空間のあり方の見直しをする場合に顧客に大きな価値
を提供するひとつの方法になっております。

だから、私達は既存の建物でも信号線や電源が必要無いEnOceanの
スイッチやセンサーを活用し新しいビジネスを行っています。

■イレギュラーからレギュラーへ
センサーやスイッチなどのデータが価値を持ち、それがビジネスにな
るということから、EnOceanアライアンスメンバーであるAruba社や
CISCO社から画期的な製品が発表されました。それが、EnOceanゲー
トウェイ機能を持ったアクセスポイントです。

これまで私達はEnOceanデバイスを設置する場合に別途ゲートウェ
イを用意する必要がありましたが、どこのオフィスでも利用されている
Wi-FiのアクセスポイントでEnOceanのデータが受信できるようになる
ことで、EnOceanのセンサーやスイッチを使えばこれらのデータがIP
通信上で取り扱うことができ、そのデータを使ってお客様に価値を提供
することができるようになりました。

■設備のデジタル化が急速にすすむ
データを収集、解析、視覚化することで価値を産み出すことができるの
はセンサーやスイッチだけではありません。照明や空調などの電気設備
もエネルギーを使用する機器として効率的な使い方を可能とすることで
顧客側に価値を提供します。

ただしそれを可能にするためには従来のアナログ式の設備制御ではなく、
IP通信で設備の状態監視や動作を行うことができるデジタル制御が必
要になります。

国内で多く実績のあるBACnetだけではなく、少し前から照明のデジタ
ル制御が可能なDALI（ダリ）、大型プロジェクトにも導入されここ数年
で急激に普及し始めたKNX（ケーエヌエックス）など、いずれも仕様が

公開されひとつのメーカーに縛られることなく、メーカーを問わずに一
括制御できるこれらのプロトコルは、設備が他の機器やシステムとの連
携が求められているようになった今の時代の流れであると言えるでしょう。

■ EnOceanアライアンスメンバーの皆様にお伝えしたいこと
EnOceanのセンサーやスイッチがオフィスビルに標準的に使われるよう
になり、Aruba社やCISCO社のアクセスポイントを通して自由にデー
タが取得できる時代になりつつあります。

ぜひ、EnOceanのビジネスにDALIやKNXを組み合わせて、より大き
な付加価値を顧客に提供できるよう、EnOceanアライアンスメンバー
の皆様と協業できれば幸いです。

ArubaやCISCOのアクセスポイントが
EnOceanゲートウェイ機能を持ったことでおこる
ビジネスの可能性
スマートライト株式会社　中畑 隆拓

センサーのデータは誰のもの？

https://smartlight.co.jp/
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Amazon Alexaとの連携による
EnOcean製品の活用
株式会社ステップはAmazon Alexa（以下、 Alexa ）と連携したEnOcean製品の活用について、EnOcean製
品用のAlexaスマートホームスキルを作成し動作検証を行いました。
Alexaと連携することにより、 EnOcean製品と一般家庭向けの様々なメーカーのスマートホーム製品やサービ
スとの連携が可能になり、EnOcean製品の利用シーンが拡がると考えています。  
株式会社ステップ　システム開発本部　鈴木 秀之、中村 伸一、小口 肇

■なぜEnOcean製品？
一般的なスマートホーム製品をEnOcean製品にすることで、電池交換
が不要になり、GW（無線LAN接続用ハブ）の設置数も少なく済むなど
利便性が向上し、コストも削減できます。

製品 電池交換 GW（無線 LAN 接続用ハブ） 
の設置数

EnOcean 製品 不要 基本的に “一軒” に 1 台設置 
（EEP 通信）

一般的な 
スマートホーム製品 必要 基本的に “各部屋” に 1 台設置

（BLE 通信）

■Alexaのスマートホームスキルとは
　Alexaは、スキルという概念で機能を管理していますが、「スマートホー
ムスキル」というカテゴリのスキルを利用することにより、スマートホー
ム製品とAlexaを連携することができます。基本的には、スマートホー
ム製品メーカー各社が“自社製品用”のスマートホームスキルを開発し、
Alexaスキルとして一般に公開しています。Alexaアプリで利用者が所
有しているスマートホーム製品用のスキルを選択し有効化することにより、
Alexaとスマートホーム製品の連携（スマートホーム製品メーカーのク
ラウドサービスとAlexaとの連携）が可能になります。

■動作検証環境
　今回の動作検証では、「EnOcean製品用クラウド」、「EnOcean製品
用スマートホームスキル」およびEnOcean製品用「GW」を開発しまし
た。EnOcean製品用クラウドは、GWから受け取ったセンサー信号を
解析し、Alexaクラウドへ通知します。 EnOcean製品用スマートホー
ムスキルによりAlexaクラウドと連携します。EnOcean製品用「GW」は、
EnOcean製品の信号をクラウドへ送信します。なお、STM550Bなど
のBLEセンサーについても専用GWに変更することで使用可能になります。

EnOcean 　x　 Alexa 　=　SmartLife

動作検証環境
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■Alexaとの連携（Alexa定型アクション設定）
「定型アクション」とはAlexaに備わっている機能であり、予め設定して
おくことで音声でなくとも、決まった条件で特定のアクションを実行で
きるようにする機能です。

AlexaアプリにてEnOcean製品用スマートホームスキルを有効化する
と、ユーザーの所有するEnOcean製品がデバイスの一覧に表示され、
定型アクションの設定が可能となります。

■おわりに
Alexaとの連携は、一般家庭向けスマートホーム製品としてのEnOcean
製品の利用を促進させると考えます。今回はAlexaとEnOcean製品
の連携についての動作検証を行いました。今後、一般ユーザー向けの
システムを構築するためには、次のような開発が必要になります。

内容 備考
EnOcean 製品用クラウド 
サービスとスマートフォン 

アプリの開発

一般的なスマートホーム 
製品メーカーが提供している 

ものと同様なもの
EnOcean 製品用の 

GW 機器の開発
一般家庭向けにスマートフォン
アプリで設定、管理できるもの

EnOcean 製品用の Alexa 
スマートホームスキルを 

開発し一般公開
—

定型アクションの設定内容は、定型アクション名、①実行条件、②ア
クションとなっています。EnOcean製品はスイッチやセンサー類ですの
で、定型アクションの①実行条件として利用することができます。

定型アクションには様々なスキル、サービスを自由に組み合わせて設定
できるため、EnOcean各製品を実行条件として様々なサービスやスマー
トホーム製品を制御することができます。

Alexa 定型アクションの設定

スマートホーム製品を使用した定型アクションの設定例

https://www.step-japan.co.jp/

表示されている
EnOcean 製品を 
定型アクションの 

「実行条件」として選択

選択したデバイスに
関する条件設定
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【大企業様向けIoTサービス】

人感センサーによるワークブースの空き状況可視化
ワークブース（Web会議ブース）とは、一人だけ入室してデスクワークやオンライン会議を行う「個室ブース」
のことです。リモート会議やオンライン商談の増加によりワークブースを導入する企業が急増しています。
ワークブースに人感センサーを設置すれば、ブースがあるフロアまで行かなくても、自分の席で空き状況を確
認できます。
オプテックス製人感センサーを使ったIoTシステムは、数百台のワークブースを導入している多くの大手企業
様で採用されています。「社員の移動時間が短くなった」「ストレスが減って生産性が向上した」「データがレイア
ウト変更の明確な指標になった」等の評価をいただいております。
この記事では、オプテックスの人感センサーを使ったIoTシステムの概要、EnOceanならではのメリットにつ
いて解説します。
オプテックス株式会社　ソリューション事業部　河相 長流

■静止検知センサーと動き検知センサー
ワークブースの空き状況可視化では2種類の人感センサーを使用できます。CPD-J（WH）は下半身の熱で静止検知、在席判定できるセンサーで
す。上半身の動きを検知するCPI-Jも使用可能です。2機種とも電池だけで動作するので配線工事は不要です。（電池寿命：CPD-J（WH） 約4年、
CPI-J 約5年）

■システム・サービスはSIerが提供
人感センサーのデータはIoTゲートウェイに集約されクラウドに送信さ
れます。
ユーザーはPCやスマートフォンで現在の空き状況および過去の稼働率
データを取得できます。
オプテックスはSIerにセンサーを販売し、SIerがシステム構築してユー
ザー企業にIoTサービスとして提供します。

センサーを設置した
ワークブース

BI ソフト画面イメージ

クラウド
ゲートウェイ

人感センサー

動き検知センサー
CPI

静止検知センサー
CPD

空き 利用中

3F 2 8

4F 0 10

5F 5 5
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■IoTサービス導入は経営側のメリットが大きい
便利になる、時短になるという社員のメリットよりも、”コスト削減や生
産性向上に繋がる“という経営面のメリット・・それがIoTサービスを
導入する本来の目的です。オフィスのさまざな状況が可視化、数値化
されていないことで、企業は知らず知らず大きなコスト負担を強いられ、
生産性と成長が阻害されています。

IoTサービスの導入によって下表の課題が解決されることで、企業（経
営者）はコスト削減や生産性向上による事業成長という大きなメリット
を享受することができます。

■センサーの台数が多いほどEnOceanの技術が活きてくる
ワークブースの可視化に使用する人感センサーのメリットはオプテック
スのセンシング技術だけでなく、EnOceanの技術力によって支えられ
ています。そのメリットはセンサーの設置台数が多いほど発揮されます。

▲
 電池交換が実質不要
ワークブースの導入数は大手企業では数百にのぼります。数百台の
人感センサーの電池交換作業には長時間を要し、作業の際はIoT
サービスの利用も中断しなければなりません。日中は社員がワークブー
スを利用しているため電池交換作業は夜間や休日になります。しかし、
オプテックス製人感センサーは電池を交換しなくても4～5年動き続
けます。電池の残量データも送信しており電池が切れる数週間前に
電池交換が必要なことを把握できます。

▲

 データ欠損が少ない
EnOceanはリトライ送信（輻輳対策技術）によって、極めて低いデー
タ欠損率を実現しています。 IoTシステムでは複数のセンサーから
の無線信号どうしが衝突してゲートウェイ側で受信できない場合が
あります。しかし、EnOceanは0.025秒間に同一データを3回送
信することでデータ欠損を低減しています。
また、Wi-Fi やBluetoothなどで混雑している2.4GHz帯ではなく
928MHz帯を利用しています。
多台数のセンサーを設置する現場でもEnOceanデバイスは極めて
低い欠損率でのデータ送受信が可能です。

リトライ送信のイメージ

▲

 関係者の課題（ワークブース可視化前）

社員 総務 経営者

空き状況がわからない
行ってみるしかない

・ 移動時間が無駄になる
・ 利用しなくなる ・ 社員からの苦情

・ 残業代の増加
・ 利用者が減るとブースへの高額投資が

無駄に

稼働率がわからない
・ ブースの適正台数がわからない
・ ブースの適正台数を判断 

できない

・ 総務課員が調査しなければ 
ならない

・ 継続的に調査できない。

・ ブースが足りているのに追加購入して
しまう

・ ブースが足りないのに増台せず生産性
が向上しない

▲

 IoTサービス導入効果

移動時間短縮

利便性向上

人件費削減

生産性向上

販管費削減

業績向上

https://www.optex.co.jp/ 
https://www.optex.co.jp/solutions/office-iot.html

オプテックス株式会社は高い信頼性と安全性が要求される警備業界や
自動ドア業界で高シェアを誇るセンサー専業メーカーです。

1回目 2回目 3回目
0 1 4 12 14 22 25 Time (ms)
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EnOceanを活用し、 
効率的な会議室の利用を支援

「すぐに使えるIoTサービスの提供」をモットーとしている技術サービス会社、株式会社ファンブライト（以
下、ファンブライト）では、効率的な会議室の利用を支援するサービス「会議室IoT」の提供により、企
業の会議室における様々な課題を解決しています。
ぷらっとホーム株式会社　営業部　星 賢志

会議室における非効率な多くの課題
複数の人が共同利用するオフィスの会議室で
は、多くの課題が存在しています。なかでも
代表的なものは会議室を予約・利用したいが、

いつも予約が一杯で空いていない、予約され
ている会議室が実際は利用されていない、俗
にいう空予約、さらには空予約されている会

議室を現地で探すなど、効率的に会議室を利
用できていない声が多く存在します。

EnOceanセンサーでスピーディーに課題解決
ファンブライトではこれらの課題を解決可能な、
IoT技術を活用したサービス「会議室IoT」を
提供しています。会議室の利用状況を無線セ
ンサーで検知し、管理者用に会議室の利用状
況をデータ収集したり、会議室利用者のスマ
ホやPCでどこの会議室が利用されているのか

をリアルタイムに確認する事が可能です。また、
既存の会議室予約システム等と連携もでき、
会議室の利用状況と予約情報の同時表示など
が可能となり、効率的な会議室の利用を支援
します。

人の在・不在を検知する人感センサーは、電
源や通信用の配線工事が不要という特長を
もったEnOceanセンサーを採用しており、天
井や机の下など様々な場所へ設置ができると
同時に、システムの導入にかかる時間も短期
間で済ませることができます。

会議室 IoT の概要図
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利用IoT機器は顧客のニーズに応じて柔軟に対応可能
「会議室IoT」では会議室の効率的な利用を支
援するだけでなく、コロナ禍で増加するニーズ
に合わせ、各会議室のCO2濃度の測定・可
視化など、様々なニーズに柔軟に対応可能と
なっています。

本システムでは、EnOceanセンサーでセン
シングしたデータをIoTゲートウェイで受信
し、そこから本サービスのクラウドへ送信さ
れる仕組みになっており、IoTゲートウェイは
OpenBlocks IoTシリーズなど、センサーは

CO2センサーや開閉センサーなど、設置環境
や設置レイアウト、要件や利用機能に合わせ
て様々なデバイスを用意しています。

“すぐに使えるIoTサービス”を継続提供
ファンブライトでは、会議室IoT以外にも、ト
イレIoTなどオフィスや店舗、ショッピングモー
ルなどの商業施設の状態をデータ化する多様
なサービスを提供しており、これらのサービス
の大半にEnOceanのセンサーを採用してい
ます。EnOceanのセンサーについてファンブ
ライト 代表 山下晴規氏は次のように話してい
ます。

「EnOceanのセンサーは人の在否、ドアの開
閉、温度や湿度、電力状況など、あらゆる人・
モノ・空間の情報を収集できます。無線かつ
メンテフリーという特徴をもっており、当社の
提供したい“すぐに使えるIoTサービス”の実現
に必要不可欠ですし、これからもEnOcean
のセンサーを活用した面白く便利なサービス
を提供していく予定です。」

ぷらっとホーム株式会社　導入事例 
https://www.plathome.co.jp/case/
system-solution/fanbright/

ファンブライト株式会社（取材協力） 
https://www.fanbright.jp/

利用可能 IoT デバイス（一例）

開閉センサー

マルチセンサー

温湿度センサー

トイレ鍵センサー

人感センサー

照度センサー

スイッチ

存在検知センサー

CO2 センサー

IoT ゲートウェイ
など
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IoT化が加速する社会に貢献
DAISEN製『EnOcean Gadget』
新時代における社会の様々な問題点が浮き彫りになる中、EnOceanのエネルギーハーベスティング
無線通信技術を組み込んだIoTシステムの構築が明るい未来へのひとつの鍵になるのではないかと、
多様なシチュエーションに対応した『EnOcean Gadget』の開発を続けています。
株式会社ダイセン電子工業　田中 宏明

◆ DAISEN製EnOceanゲートウェイは利用シーンに合わせて選べる3タイプ
IoT製品としてはやはりネットワーク出力が
必須となる中、ネットワーク機能を持たない
EnOceanデバイスをネットワークに接続する
術を自社で作りあげるべく、様々な利用環境

に応じたゲートウェイの開発に注力してきまし
た。その結果、 従来品のWi-Fiタイプに加え
LTEタイプもラインナップし、ユーザーのニー
ズに柔軟に対応することが可能になりました。

LTEタイプの特徴として、屋外での使用を想
定して筐体を防水仕様に、またバッテリーとソー
ラーパネルを電源とした使用を想定し、消費
電力を抑え長期間稼働を実現しました。

1)EnOcean Wi-Fi GATEWAY
EnOcean Gadget（他社製品を含む）から発
信されるセンシングデータを、Wi-Fi経由でロー
カルサーバーやクラウドに接続しデータを送
信します。対応可能なプロトコルはMQTT / 
https / http / Socketで、データフォーマッ
トはJsonフォーマットにも対応し、標準的仕

様としては、EEPにて出力を行うEnOceanセ
ンサーは全て対応となります。
※ゲートウェイにセンサーの登録機能はなく、
サーバー側でデバイスIDおよびセンサーの種
類等の事前情報を元に必要なデータを識別し
ます。

2)EnOcean LTE Wi-Fi GATEWAY
EnOcean Gadget（他社製品を含む）から発
信されるセンシングデータをWi-Fi、LTEまた
はその両方を経由して、ローカルサーバーや
クラウドに接続しデータを送信します。対応
可能なプロトコルはMQTT / https / http / 
Socketで、データフォーマットはJsonフォー
マットにも対応しています。

LTE通信を行うためのSIMカードはCat.M1
対応のみとなります。
また、GPSアンテナを接続し位置情報を併せ
て取得することも可能です。運搬車両などの
移動体にマルチセンサーと同時に搭載すること
で、温度情報と位置情報の管理がリアルタイ
ムで可能となります。

3)EnOcean LTE GATEWAY（SORACOM SIM専用）
EnOcean Gadget（他社製品を含む）から発
信されるセンシングデータを、Wi-Fi経由でロー
カルサーバーやクラウドに接続しデータを送
信します。対応可能なプロトコルはMQTT / 
https / httpで、SIMカードはSORACOM
のみ使用可能です。SORACOMサーバーを
経由し、AWS、Azureまたは独自サーバー
へのデータ送信を行うことが可能です。また

追加サービスを利用することで、ユーザー自
身によるダッシュボードの作成や、LINEへの
通知など多彩な運用が可能となります。また
本製品はOS非搭載で、一定時間データの受
信がない場合は低消費電力状態となるため、
山間部など電源の確保が困難な場所では、バッ
テリーにソーラーパネルを併用することで長期
にわたる運用が可能になります。

◆ HACCP導入に最適な温度センサー
-20～100度の温度域を計測可能な温度セン
サーで、2021年より全ての食品関連事業者
に義務付けられたHACCP導入に最適な製品
です。電源には単四乾電池2本を使用し、2
年程度の連続動作を行うことができ、電池残
量が少なくなった際にはデータでお知らせしま

す。センサー部は2本まで接続可能で、冷蔵
庫と冷凍庫など2箇所の温度管理を1台で同
時に行うことが可能です。送信プロトコルは
EEPまたはGPのどちらかを出荷時に設定し
ます。

26 EnOcean ソリューション



◆ 案内表示器をデジタルサイネージで更に見やすく『ノックは無用！デジタルサイン』
サイネージ用ミニPCを利用して、EnOcean 
Gadgetのセンシングデータをディスプレイに
表示します。施設の利用状況案内やCO₂濃

度計測による密集回避アラート、各室の温湿
度管理など様々なシーンに対応可能です。管
理区分ごとのデータを一覧表示するアプリケー

ションを標準仕様とし、利用者の利便性の向
上に繋がるカスタマイズも様々ご用意してい
ます。

◆ DAISEN製『EnOcean Gadget』続々量産中
以前よりラインナップしていたCO2センサー
に更なる改良を加え、バージョンアップして
現在量産中です。また防水リモコンスイッチ 

（1キー/2キー/4キー）も現在量産中です。
弊社では、今回ご紹介したデバイスの他にも、

EnOcean無線通信関連製品を様 ラ々インナッ
プしています。組合わせ次第で多様なシステ
ム構築パターンが考えられます。ご利用の環
境に合わせてご提案いたしますので、まずは
お気軽にお問合せください。

1）シブタニ製Switchstrike Airを使用したトイレの利用状況案内
トイレの空き個室数および男女それぞれのトイ
レが有する設備をデジタルサイネージとして表
示します。全個室が使用中になると表示が『空
室』から『満室』に変わります。
また男女トイレ以外にも、多機能トイレ・オー
ルジェンダートイレの表示や、トイレの配置図
上に利用状況を表示するなど様々なスタイル
のカスタマイズが可能です。

2）ドアセンサーと DAISEN製CO2センサーを併用した会議室の利用状況案内
ドアセンサーを用いて会議室の利用状況を表示
します。CO₂センサーを併用することにより、個
室内のCO₂濃度・温度・湿度を計測しリアルタ
イムで表示します。CO₂濃度が基準値を超える
とアラートが表示されます。またフロア配置図を
伴う表示や、画面表示だけでなく利用者に直接
アラートを発する、または自動で換気を行うシス
テムの構築など様 な々カスタマイズが可能です。

3）EnOceanGmbH製マルチセンサーを使用した食品工場内の環境管理
食品工場各室の環境を管理します。マルチセン
サーを設置することにより、温度・湿度・明る
さを計測しリアルタイムで表示します。室内の
適正環境を設定することで、規定範囲を外れ
た値が計測された際はアラートが表示されます。
またフロア配置図を伴う表示や、画面表示だ
けでなく外部にいる管理者に直接アラートを発
するなど様々なカスタマイズが可能です。

トイレ用デジタルサイン運用画面（標準仕様）

会議室用デジタルサイン運用画面（標準仕様）

食品工場用デジタルサイン運用画面（標準仕様）

トイレ用デジタルサイン運用画面（カスタマイズ仕様）

会議室用デジタルサイン運用画面（カスタマイズ仕様）

食品工場用デジタルサイン運用画面（カスタマイズ仕様）

https://www.daisendenshi.com/
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https://rakucall.com/ 
https://www.daisendenshi.com/

EnOcean Gadgetでつながる応答する、 
医療機関・介護施設等におけるソリューション
コロナ禍において、さまざまな非対面接触の機会を模索する世の中。株式会社ITTS様が展開中の、
ビデオチャット機能付きの呼び出しや応答が可能な見守り/ナースコールシステム『楽コール®システム』
に、ダイセン電子工業製EnOcean Gadgetのリモコンスイッチおよびゲートウェイが組み込まれ
ています。
株式会社ダイセン電子工業　田中 宏明

看取りが間近となった患者の在宅ホスピスサー
ビスを行う上で、患者の状態を詳細に把握で
きる見守りシステムができないものか、映像と

音声付きのナースコールを連動することにより
煩雑な業務の一助になる、との医療法人の希
望に応えるべく開発された楽コール®システム

は、全国各地の医療機関・介護施設・地域
包括支援センター等、数々の現場に導入され
ています。

今後はリモコンスイッチに加え、CO ₂セン
サーや温湿度センサー、ドアセンサー等の
EnOcean Gadgetを併用し更なる利便性の

向上を追求したシステムとなることを目指して
います。

楽コール®システムの基本構成は、管理者用
のiPad・iPhoneと利用者のベッドサイドに設
置したiPadからなり、Wi-FiまたはLTEにて
それぞれ通信を行います。利用者に高齢者や
要介護者が多いことを考慮し、利用者はiPad
を直接操作せずともリモコンスイッチを押すだ
けで設定したグループへの一斉呼出しをかけ
ることができる、まさに『楽コール®システム』
です。看護師や介護スタッフだけでなく、担当
医または外部の協力医師や家族などを含めた

複数者通話も可能で、健康状態や体調の変
化などを共有することができ、万一の緊急時
対応もスムーズに行うことができます。利用者
はリモコンスイッチを押すだけなので、利用開
始に際し利用者への操作説明等は不要で、操
作ミスの対応などの煩わしさが生じることもあ
りません。また複雑な配線工事や長時間にわ
たる設定も不要なため、低コストでの導入が
可能です。

EnOcean Gadgetのリモコンスイッチ開発以
前は、呼出し・応答ボタンに電池式の無線リ
モコンを使用して楽コール®システムが構築
されていました。各所で利用されている中で、
電池残量の管理や電池交換の手間が現場の
不満として挙がっていたことが課題でしたが、
EnOcean Gadgetのリモコンスイッチの導入
によって問題解決に至り、現場では非常に喜
ばれています。
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GRE Alpha無線照明制御のススメ
IoT時代のライティングコントロールにおけるEnOceanの優位性 

GRE Alphaカスタマイズ可能な照明コントロールモジュール
GRE Alpha株式会社　森　美仁

IoT時代の無線化の優位性
近年、オフィス環境においては既にLED化、使用環境に最適な照明コ
ントロール可能な照明システムの導入が主流となっております。また、
急速に拡大するスマートビルディング化、スマートシティ化に加えて、
現代の社会環境の変化による部材価格の高騰、需給バランスの不調和
により、無線制御システムの導入が注目をあつめております。無線化に
より使用する配線部材、設置作業工程の大幅な削減が可能であると共
に、照明以外の電子制御機器との接続によりIoT化の優位性が急速に
高まっております。

環境に応じた規格選択の必要性
GRE Alphaは照明制御に特化した専業メーカーであり、世界各国の
照明制御（調光）方式に対応した調光モジュールを提供しております。
GRE Alphaでは従来の有線制御システムに加えて、IoT時代にフォー
カスした無線制御システムにおいても多くの出荷実績を有しており、
EnOceanのバッテリーレススイッチによるエナジーハーベスティングシ
ステムのみならず、BLE, Zigbee, Wifi等の無線制御照明モジュールを
市場に提供しておりますが、実用性においてEnOceanシステムが最も
高い評価を得ており、市場での優位性に期待の高い製品となっており
ます。

http://grealpha.com 
https://www.gremanufacturing.com

無線規格による主な実用性の比較

EnOcean BLE Zigbee Wifi

通信周波数
928MH ｚ（日本向） 2.4GH ｚ 2.4GH ｚ 2.4/ ５GH ｚ

◎ △ △ △
＊電波混線において優位 ＊混雑周波数使用の為、他機器との干渉トラブル多数

主なコントロール方法

エナジーハーベスティング 
バッテリーレススイッチ スマートフォン / タブレット端末 / スマートスピーカー

◎ ○
＊メカニカルスイッチによる安定動作 ＊ app による動作不安定トラブル多数

拡張性 ◎ *(1) ◎ ○ ◎

カスタマイズ容易性
◎ △ ○ ○

＊ GRE 社内でプログラム可能

*(1): 他のネットワークシステムと容易な相互接続が可能

GRE Alpha 
無線信号受信モジュール
Eno-DIM-JP
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■これまでのシステム
NISSHA サ イ ミッ ク ス で は、 こ れ ま で
EnOcean のセンサ ー（ 室 内 用 センサ ー、
Long Rangeセンサー）とクラウドを使ったシ
ステムをベースに、市販の“スマートプラグ”製
品を使用した”下り制御“可能のセンサー・ク
ラウドシステムを構築しました。センサー情報
を元にクラウド上でアクションの判断を行い、
スマートプラグを通じて、電気製品を制御す
ることにより「センサー～アクチュエータ」を自
動化することを実現し、実際に現場で使用さ
れてきました。これを実現するために汎用性
の高いゲートウェイを開発・商品化しました。
下記にゲートウェイの写真を載せます（写真１）。
左側がLong Rangeセンサー対応のゲート
ウェイ、右側が室内用センサー対応ゲートウェ
イです。また、室内用ゲートウェイを使った実
際のシステムは図１の通りです。

センサー・クラウドシステムの利用により、セ
ンサー情報を一元管理し、いつでも、どこか
らでも、過去のものも含め、センサーデータ
を取り出せることが大きな利用価値の一つで
ありますが、集められたセンサーデータを使っ
て、”何からのアクションを自動的に実行する“ア
クチュエータ機能”も、IoTの活用分野として
は重要です。そのため、上記のように、市販
の”スマートプラグ“などの製品を活用すること
も一案ではありますが、スマートプラグは本来
スマートホームなどの用途向けであり、業務
用として活用するには厳しい面もあります。

弊社では、センサー・クラウドシステムを、よ
り業務用途に拡張させ、多様な分野で応用
できることを目的として、新しいゲートウェイ

「GW-200E（EnOcean 室 内センサー用）、
GW-200L（EnOcean Long Rangeセンサー
用）」を開発することにしました。

市田柿システム

GW GW

温湿度センサー 温湿度センサー 温湿度センサー

WiFiルーター

一軒の農家

GWは複数台設置
ありセンサー：スマートプ

ラグ＝1:1を想定してい
るが要確認

同じGW下の扇風機の
ON/OFFをメールで通

知（3人まで）

連動

連動

連動

6分間隔6分間隔 6分間隔

クラウド
（AWS）

写真 1

図 1

ゲートウェイ＋クラウドを使った
EnOceanセンサーによる機械制御
昨年開発・製品化した「ゲートウェイ＋クラウド＋スマートコンセント」のシステム機能に、
ゲートウェイから直接外部機械装置を制御するインターフェイスを追加しました。これによ
りクラウド上のディシジョンテーブルに従って多様な種類の機械装置をゲートウェイから直
接制御できるようになります。
NISSHAサイミックス株式会社　吉川 久男
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■クラウドでのディシジョン
アクチュエータを駆動するかどうかの判断（ディ
シジョン）はクラウド側で行います。ディシジョ
ンテーブル（以下、テーブル）をクラウド側に
置き、すべての判断はクラウド側で行います。
テーブルは機械装置によって異なりますが、
運用途中でもテーブルを変更することがたび
たび必要となります。このため、システム管理
者がブラウザ経由でテーブルの設定変更を自
由にできるよう工夫しています。このテーブル
に基づき何らかのアクションが必要になった時
には、クラウド上のディシジョンステータスを
ONにします。

■アクション
機械装置へのすべての実際のアクションはゲー
トウェイ側で行います。ゲートウェイは定期的

（間隔は可変）にクラウドのディシジョンステー
タスを見に行き、ステータスが変化している
場合にはアクションを起こします。このアクショ
ンがRS-485経由で行われます。また、ゲー
トウェイは機械装置の状態を確認してクラウ
ド側に通知することもできます。これにより、
PC、スマートホンなどから機械装置の状態を
リモートで確認したり、メールでその情報を
受け取ったりすることも可能です。

■ゲートウェイ・ゲートウェイ接続
ゲートウェイのRS-485の先に別のゲートウェ
イを繋げることも可能です（増設ゲートウェイ
は1台のみ）。この場合、ゲートウェイ間の最
大距離は1.2Kmです。またこの間は有線接続
ですので、電波障害などの問題は生じません。

2台のゲートウェイの組合せは、GW-200Eで
もGW-200Lでも可能です。電波の弱い場所
を避けて、2台目のゲートウェイをセンサーの
コンセントレータ的に使うことができます（図2）。

Long Range受信
ボード

クラウド
（AWS）

CPUボード

RS-485
変換ボー
ド

Long 
Range
送信機温湿度センサーなど

WiFiルー
ター

DICISI
ON

ACTI
ON

機械装置
Long Range受信
ボード

1.2Km

ゲートウェイー
ゲートウェイ構成

1.2Km

GW-200L

GW-200L

■GW-200E、GW-200L
この新しいゲートウェイは、これまでのゲート
ウェイ機能に加え、センサー情報を元に、外
部の機械装置を自動で駆動する機能を追加し
ました。クラウドから外部機械装置を動かすと
はいっても、機械装置は多種多様であり、ス
マートプラグのように一つの製品で多様な機
械装置を自動で動作させることはできません。
ただ、機械装置の多くは、汎用的な外部イン
ターフェイスを備えているため、このインターフェ
イスに合わせた制御装置を開発すれば、多く
の機械装置を制御できます。物理層において
は、RS-232C、RS-485、Ethernetなどが
多く使われ、通信プロトコルではModbusな
どが多く使われています。

今回の開発では、物理ネットワークとして
RS-485を選択しました。理由は、汎用性が
高く安定した通信方式であること、部材が比
較的安価であること、ケーブル長が最大1.2Km
であること、などです。通信プロトコルとして
は、対象とする機械装置に依存する部分が多
いですが、ベースとしてはModbusを採用す
ることにしました。

GW-200Lのブロック図は下記の通りです。
GW-200Eでは、Long Range 受信ボード
とモノポールアンテナが無くなり、その代わり
にUSB-400Jを装着します。CPUボードの

ファームウェアも自社で開発していますので、
ゲートウェイの機能を自由に変更することも可
能です。また、ゲートウェイからクラウドへの
データ送信にはMQTTを採用しています。

Long Range受信ボード

クラウド
（AWS）

CPUボード

RS-485
変換ボード

Long Range
送信機

温湿度センサーなど

WiFiルーター

DICISION

ACTION

機械装置

アクチュエータ
基本構成

1.2Km

GW-200L

https://www.nissha.com/company/office/simics.html

図 2

図 3
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空調・照明連動制御の導入事例
◆システムの目的と導入効果
既設システムに対して配線工事をできる限り少なくし省エネ効果を実現するために、各部屋のエリア毎にEnOceanの人感
センサー、温湿度センサー、照度センサー、CO2濃度センサーをシステムに採用した。
システム導入後は空調、換気、照明の連動制御の省エネ効果を確認しながらシステム機能の改善を実施し、消費エネルギー
としては20％～30％程度の削減効果があり、空調負荷率は40%～60%の範囲内という導入効果がありました。但し、季
節および部屋毎に応じた連動制御を組み込む必要性が判明した。おそらく天候や地域によって左右されてしまうと考えてお
りますが、中間期に空調が無駄な運転をするケースがあり、人感センサーだけで空調運転させるのではなく室内の温湿度セ
ンサの測定値を条件に含めて空調連動制御を行った方が空調稼働率を下げることができると考えます。
現在は各部屋の運用方法などに応じてシステムの機能改善を検討中です。
さらに省エネ効果だけではなく、人を中心に考え「人が快適な空間で過ごせるオフィス」をご提案していくことを考えております。
ワゴジャパン株式会社　松田 慎二

◆大会議室向けに導入したシステム概要

２階・大会議室

エリア１

エリア2

人感センサー●オプテックス製品 ●アイテック製品

WAGOの役割
① DALI照明制御（グループ点灯/消灯、シーン再生）
② 各エリアに設置されたEnOceanの人感センサ、温湿度センサー
 CO2濃度センサー、照度センサーの人感検知状態、センサー値

を取得
③各エリアの人感センサー検知状態および検知数、CO2濃度センサー

などの取得データをiTMへ送信
④ 人感センサー検知状態にて照明の点灯・消灯
⑤ 照度センサー値に応じた照明の自動調光値制御
⑥ iTMからのシーン再生指示による照明シーン再生
⑦ iPadから照明グループ点灯・消灯、シーン再生操作
 およびiTMへ空調の運転・停止などの指令操作

iTMの役割
① 空調・換気の通常制御（温湿度管理、スケジュール運転）
② 人感センサーの検知状態にて空調の運転・停止
③ 人感センサーの検知数に応じた温度設定（エリア単位）
④ CO2濃度センサーによる換気運転制御
⑤ 照明制御のシーン再生（スケジュールシーン再生）
　※WAGOコントローラへ照明シーンの再生指示
⑥ エアネットサービスシステム（遠隔）
　 ※冷暖房負荷などのレポート作成

●大会議室における連動制御内容
パターン 人感検知数 対象機器 動作内容

１ １個
空調 設定温度 28℃（冷房）
換気 弱風量
照明 人感検知エリアのみ点灯

２ ２個
空調 設定温度 27℃（冷房）
換気 強風量
照明 人感検知エリアのみ点灯

３ ３個
空調 設定温度 26℃（冷房）
換気 急風量
照明 人感検知エリアのみ点灯

2 階・大会議室

導入施設：株式会社北陸電機商会・富山支店様
協力会社：ダイキン HVAC ソリューション北陸株式会社様
　　　　　株式会社アクエスティ様 ( エンジニアリング会社 )WAGO BACnet 

コントローラ 

ダイキン iTM の画面

http://www.wago.com/

人感検知数に応じた空調・換気・照明連動制御による省エネ効果
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EnOcean ELTRES ブリッジ発売開始
EnOcean通信をELTRES通信に変換・発信する「EnOcean ELTRESブリッジ」(以下EWB)の発売
を開始しました。EnOcean通信の低消費電力センサとELTRES通信の長距離通信及び位置情報取得
のメリットを活かすことで、ソリューションの可能性が広がります。
ワッティー株式会社　営業部　課長代理　中村 祐貴

■EnOcean通信とELTRES通信の組合せ
ワッティー株式会社が開発したEWB(図1)は
EnOceanデータを受信し、ELTRESデータ
に変換及び発信する変換機です。2022年6
月にソニーネットワークコミュニケーションズ
株式会社様よりELTRES端末認証登録をいた
だき、EWBを発売できる運びとなりました。

ELTRES通信は「見通し100km以上の長距
離通信」と「GPSによる位置情報の把握」とい

う特徴があります。EnOceanセンサと組合せ
ることにより、どこのセンサがどのような情報
を発信しているのか、遠隔による情報管理が
可能になります。たとえば、トラックなどの移
動車両にEnOcean温度センサとEWBを設
置することで、走行中のトラック庫内の温度情
報を把握したり、どこを走行しているかの位置
情報を把握したりすることが可能になります。

■建築現場監視サービスに向けて実証検証
隂山建設株式会社様では、建築現場モニタ
リングサービスの一環として、現場の暑さ指数

「WBGT値」を見える化するサービス用途向
けに黒球温度計WBGTセンサとEWBを採用
いただきました。現場作業者を熱中症から守
るため、危険度をお知らせするサービスとな
ります。サービス開始に向けての実証検証と
して、8月から建築現場にEnOcean通信の
WBGTセンサを設置、現場近くの事務所に
EWBを設置して、遠隔での暑さ指数管理が
できるよう長期検証を実施いただいております。
本サービスはビルディングサポート株式会社
様を通じて提供・販売される予定です。

https://watty.co.jp/

図 1　EnOcean ELTRES ブリッジ
型式：EWB-1001

図 2　建築現場に暑さ指数を測定する
WBGT センサ 
意匠権申請中

図 3　建築現場近くの事務所内に EWB

EWB-1001 仕様

送信出力 20mW

送信周波数 923.5-928.1MHz

送信頻度 標準 3 分間隔

電源・インターフェース 電源供給 (5V 以上 )　USB Type-A to USB miniB 防水ケーブル

防水・防塵性能 IP64( 防水 USB ケーブル TupeA 側は除く )

寸法 150mm × 150mm × 40mm（受信アンテナ除く )

33EnOcean ソリューション



EnOcean通信とLoRa通信組合せによる 
遠隔監視導入事例のご紹介
EnOcean通信の黒球温度計WBGTセンサとLoRa通信ゲートウェイを活用した学校の暑さ指数監視
のソリューションについてご紹介します。
ワッティー株式会社　営業部　課長代理　中村 祐貴

■EnOcean通信とLoRa通信の組合せで町のスマートタウン化
エイムネクスト株式会社様では、EnOceanセ
ンサを含めた様々なセンサと自社開発のLoRa
中継器を活用し、町のスマートタウン化を推
進しています。開閉検知センサによる扉の開
閉状態の監視と人感センサによる在室検知に
よるセキュリティシステムや、温湿度センサに

よる生育環境管理を通じた農業IoTなどです。
センサデータはLoRa中継器を介して町内各
所に設置されているゲートウェイに飛ばされ
た後、クラウド上のデータベースに格納され、
各ユーザーにより活用されています。

https://www.aimnext.co.jp/service/
regional-IoT-platform.html

■設置学校の教頭先生にインタビュー
WBGTセンサを設置いただいた高鍋東小学校
の清水教頭先生に、WBGTセンサ設置による
取組みなどについて話を伺いました。

清水教頭先生「これまでは必要に応じてハン
ディタイプの温度計で暑さ指数を測定していま
したが、WBGTセンサを設置することで常に
暑さ指数を測定することができます。暑さ指

数が 31℃ を超えた場合は、危険数値に達し
た旨のメールが飛んでくるよう設定されています。
メールを受信した際には、屋外での授業時間
を短縮したり、生徒に注意を促したりするな
どの対応を行います。WBGTセンサを活用す
ることにより、生徒を熱中症から守る対策とし
て期待しております。」

また、現在は中庭での設置運用ですが、今後
は体育館への設置も検討しているとのことで
した。

EnOcean通信のセンサを他の通信規格へ変
換することで、より広い範囲での情報監視や
通知システムの構築を行うことが可能となり
ます。

■小中学校の熱中症対策として黒球温度計WBGTセンサを設置
宮崎県高鍋町の小中学校4校において、児童
を熱中症から守る取組みとして、ワッティー株
式会社が製造販売している暑さ指数を測定す

る黒球温度計WBGTセンサの設置を8月より
開始しました。EnOcean通信のWBGTセン
サの情報は、エイムネクスト株式会社様のスマー

トタウンのネットワークを通じ、暑さ指数の通
知が関係者に行われます。

https://watty.co.jp/

図 1　黒球温度計 WBGT センサ 
意匠権申請中

図 2　センサが設置されている中庭 図 3　LoRa 通信中継器

WBGT センサ

LoRa 中継器
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https://pcr.delivery/ 
https://www.daisendenshi.com/ 
https://www.daisendenshi.com/

群馬県邑楽郡大泉町に拠点を構える株式会
社スター交通様は、観光バス会社として平成
23年より運行スタートされ、観光のみならず
介護福祉搬送や、民間救急搬送サービスなど
も手掛けられています。まだ記憶に新しい横

浜に停泊したクルーザーからの感染症患者の
搬送など、社会貢献度の高いサービスを提供
される企業様です。これらの経験を元に、コ
ロナ禍において最も必要と言っても過言では
ないであろうPCR検査場となる『移動式PCR

検査バス』の運行をスタートされました。試
薬や検体等を保管する冷凍庫を中心とした
車内全般の温度管理にダイセン電子工業製
EnOcean Gadgetをご使用いただいています。

また株式会社スター交通様は、個人や企業、
医療機関よりPCR検査の検体回収作業を行
い、検査結果を報告するという業務も行っ
ておられ、検体を運ぶための移動式冷凍庫
の温度管理にEnOcean Gadget『温度セン

サー』を、回収作業車の位置管理にEnOcean 
Gadget『iot-mos GATEWAY EnOcean-LTE 
+GPS』を使用されています。データはLTEゲー
トウェイからマイクロソフトAzureサーバーに
送信され、Azureで一括管理されています。

EnOcean Gadgetで検体等の温度管理、 
移動式PCR検査バス
株式会社ダイセン電子工業　田中 宏明

安全キャビネット
搭載センサー：マルチセンサー

LTE GATEWAY ＋ GPS 熱電対センサー

加熱処理用恒温槽
搭載センサー：温度センサー

超低温層（-80 度冷凍庫）
搭載センサー：熱電対センサー

ポータブル冷凍庫
搭載センサー：温度センサー
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2021年６月から飲食店や小売店を含む小規
模食品事業者も、食品衛生管理手法HACCP

（Hazard Analysis Crit ical Control 
Point：ハサップ）による衛生管理の対象とな
りました。その中でも、食事を提供する宿泊
施設や大手飲食チェーンは、食中毒や異物混
入等の問題発生時のブランドイメージの影響
が大きく厳密な管理を求められる一方で、新
型コロナウイルスによる人手不足による省人化
も求められています。

この状況の中、センサーを活用したIoTの
HACCP管理が注目されています。

・HACCPの管理と課題
飲食店におけるHACCPに基づいた管理では、
以下の３つの作業を行います。
１. 計画： 各店舗における衛生管理計画を策

定する
２. 測定： 策定した計画に基づいた管理の実

施状況を確認する
３. 記録：確認結果を記録する

これらの作業の中で「測定」と「記録」は毎日
行う必要があり、その対象として冷蔵庫や冷
凍庫などの機器の温度管理と、調理中や納品
時の温度管理があります。ホテル内レストラン
など大型の飲食店では、厨房内の冷蔵庫の
台数が多く、また提供するメニュー及び取り
扱い食材が多数あるため、HACCPの管理の

「測定」に含まれる温度監視も大きな作業負
荷となります。また同時に、それらの測定結
果を紙の記録用紙に記入し保管する必要があ
ります。

・EnOceanセンサーの活用
これらの課題を解決するためにセンサー・
IoTプラットフォーム・タブレットを活用し、
HACCPに係る温度監視と記録の手間を大
幅に削減する「メンテナンスフリーHACCPソ
リューション」の実証実験を行っています。

ホテル内レストランにおける 
HACCPへの無線センサーの活用
新型コロナウイルスの影響でアルバイトや従業員の飲食業界離れが発生している一方で、食品衛生管
理手法HACCPを取り入れた衛生管理記録が飲食店に求められています。その中で、ホテルなど食中
毒の発生によるブランドイメージの打撃が大きいホテル業態に対して、ICTを活用したHACCPソリュー
ションの実証実験を開始しました。
丸紅情報システムズ株式会社　デジタルITソリューション事業本部 デバイスソリューション部　山崎 隼哉

図 1　HACCP で行う作業

図 2　温度管理と記録

図 3　HACCP ソリューション
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・冷蔵庫と冷凍庫の自動温度監視
前述の冷蔵庫と冷凍庫の温度監視には、
EnOcean内蔵の温度センサーとIoTプラット
フォーム「MAIDOA（マイドア）」を利用してい
ます。

センサーが10分間隔で計測した冷蔵庫や冷
凍庫の温度は、IoTゲートウェイを経由してイ
ンターネット上のMAIDOAに送信されます。
MAIDOA上では、それらの温度データをデー
タベースに保存されグラフで表示されます。同
時に、温度データを監視して任意の値を超え
た場合にはユーザーにメールで通知します。
これにより、冷蔵庫と冷凍庫の温度推移や異
常、故障した場合には故障のタイミングが一
目で把握できるようになります。

そして、省電力のEnOcean無線を採用して
いるため電池交換が不要となります。

・HACCP記録のペーパーレス化
レストランにおけるHACCPでは、衛生環境
に関する「一般衛生管理」と食品の調理に関す
る「重要管理項目」について記録を行います。
この記録もMAIDOA上にPCやスマートフォ
ンから入力する事で、クラウド上にHACCP
の記録が保管されペーパレス化する事が可能
となります。

・食材管理用タブレットアプリ
食中毒などのトラブルを避けるためHACCP
では調理中の食材温度管理も必要です。調理
では、菌が繁殖する温度帯をいかに短時間で
通過する事が重要となり、温度だけでなく時
間の管理も必要となります。この管理のために、
無線タイプの食材温度センサーと組み合わせ
て使用する専用のタブレットアプリを開発し、
試験運用を開始しています。

丸紅情報システムズ株式会社は、これらの実証
実験から得た現場のフィードバックをシステムに
反映させ、飲食店のHACCP制度化への対応、
及び飲食業界の人手不足に対して、より良いソ
リューションを提供致します。

図 4　クラウド上の温度監視画面

図 6　タブレットアプリ

図 5　HACCP 記録のペーパレス化

https://www.marubeni-sys.com/
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電池交換不要EnOcean無線センサを活用した 見守りソリューション:みまも郎®の導入事例紹介
アイテック株式会社はお年寄りの生活を無線センサで見守りその結果を毎日メールでお知らせす るソリューション“みまも郎®”を提供してます。このソリューションはプライバシー的に問題と
なるカメラによる監視とは異なり無線センサを活用するものです。無線センサはEnOceanエネ ルギーハーベスティング無線技術を採用しているため、電池交換は不要でかつ煩わしい配線工事
は不要なため設置工事は短時間で行え、しかも容易です。“みまも郎®”が実際に採用された経緯や 実際にご使用になられた方々の感想を紹介致します。
アイテック株式会社　宮澤史直

— 安否確認システム“みまも郎®” —
アイテック株式会社の安否確認システム“みまも郎®”は、離れた場所で
暮らすお年寄りの生活を無線センサーで見守り、毎日の様子（生活ログ
データ）を電子メールで知らせたり、異常を検知した時に電子メールで
通知するシステムです。アーミン・あけしめセンサ、アーミン・コール
ボタン又はペンダントコール、みまも郎親機が“みまも郎®”の基本セッ
ト（図1）で、アーミン・人感センサ天井、アーミン人感センサ壁、アー
ミン温湿度センサ、アーミン・照度センサを追加することができます（図2）。

“みまも郎®”の特徴は、電子メールでの通知のため、インターネット環
境が整備されている場合、サービス利用のための新たな費用は発生し
ません（月額0円）。また、無線センサはソーラーセルで発電（エネルギー
ハーベスティング）し動作するため電池切れの心配はありません（メンテ
ナンスフリー）。また、補助電池を内蔵しているため暗い場所でも使用
できます。そして無線センサのため（両面テープあるいはねじ止めで）簡
単に取り付けができます（表1,図3）。

—  農事組合法人ファーム小梨様での採用 
（独居世帯の見守り事例） —

岩手県一関市小梨地区は年々進む高齢化、高齢化世帯の増加、老老
介護世帯の増加の問題があり、これまでのご高齢の独居世帯の見守り
は民生児童委員あるいは老人クラブの方の定期訪問による安否確認を
行っていました。ところが新型コロナウィルス(COVID-19)の感染対策
のため、気軽に家（独居世帯）を訪ねることが難しくなってしまいました。

そこで同法人はいろいろな安否確認ソリューションを問い合わせ、計30
種類の提案を受けました。その中から“みまも郎®”を採用しました。選
定のポイントはセンサによる生活ログデータを既存のメール受信システム
で確認できるため使い易い（新しいアプリや特別な設定が不要）、利用料
金が月額0円（導入先にインターネット環境が無い場合でも月額200円と
低価)であること、そして設置し易くセンサが電池交換不要であることです。

みまも郎 親機

アーミン・あけしめセンサー×１個 アーミン・コールボタン×1個 ⼜は
アーミン・ペンダントコール×1個

みまも郎® 安否確認システム
親機

アーミン・
コールボタン

独居ご高齢者様世帯

アーミン・人感センサー天井 アーミン・
あけしめセンサー

スマートフォン
タブレット
PC などで確認できます

電子メール

既設の有線LAN又は携帯通信網

アーミン・
温湿度センサー

アーミン・
ペンダントコール

アーミン・照度センサー

アーミン・
人感センサー壁

！

遠隔地に住む家族、親類
自治体担当者
地域包括支援センター
訪問介護事業者 など

システムは「親機」と「無線センサー」で構成され、全ての通知はメールで届きます

生活反応レポート
生活反応なし警報
呼出しメール
屋内熱中症警報

最大3人まで通知できます

・お年寄りの生活を無線センサーで見守り、
その結果を毎日メールでお知らせ
-異常を検知した時もメールで通知します

・月額0円で利用できます
-買い切り、月額料金不要

※導入先にインターネット環境が整備されている場合

・無線センサーは電池交換不要の
「アーミン®」を採用
- ソーラーセルで発電して動作するから、電池切れなし
- 補助電池内蔵で、暗い場所でも安心してご利用いただけます
- 無線センサーなので設置工事は必要ありません

メンテ
ナン
スフ
リー
！

月額
０円
！

メー
ルの
み

図 1　みまも郎 ® 基本セット

図 2　みまも郎 ® システムイメージ 表 1　みまも郎 ® の特徴

図 3　みまも郎 ® センサ及び親機取り付け状況
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電池交換不要EnOcean無線センサを活用した 見守りソリューション:みまも郎®の導入事例紹介
アイテック株式会社はお年寄りの生活を無線センサで見守りその結果を毎日メールでお知らせす るソリューション“みまも郎®”を提供してます。このソリューションはプライバシー的に問題と
なるカメラによる監視とは異なり無線センサを活用するものです。無線センサはEnOceanエネ ルギーハーベスティング無線技術を採用しているため、電池交換は不要でかつ煩わしい配線工事
は不要なため設置工事は短時間で行え、しかも容易です。“みまも郎®”が実際に採用された経緯や 実際にご使用になられた方々の感想を紹介致します。
アイテック株式会社　宮澤史直

— ご利用様からの感想（農事組合法人ファーム小梨様）—
農事組合法人ファーム小梨様での安否確認システム導入は岩手日日新
聞にも紹介されています（図4）。同法人様を通じさまざまな感想が寄
せられていますので紹介致します。

① 自宅に設置なされた菅原様
   「息子からメールが届く、届く」と言われるよとにっこり。

② 民生児童委員の佐藤様
   「カメラの監視だと抵抗感がある利用者さんがいたが、センサなので

好評だった」

③ 法人理事の千葉様
   「コロナ禍で、人が行かない見守り方法を模索していた。離れている

家族らとの毎日のメールでつながりがあることが安心につながるはず。」

— 今後の見守りサービスの展開 — 
電池交換不要のエネルギーハーベスティング無線センサを使用するソ
リューションとして今回は安否確認システムを紹介しましたが、徘徊検
知システムも提供しています。アイテック株式会社は電池交換不要な無
線センサを特徴とし、もっとお客様に喜んでいただけるソリューションを
提供していきます。

https://www.itec-corp.co.jp/ 
https://www.mimamoro.biz/

図 4　みまも郎 ® のご利用者 図 4　岩手日日新聞（2022 年 4 月 9 日 )
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“シグナルウォッチャー” 事例紹介
CKD株式会社は主に工業自動化関連部品、省力化機器、自動機械などの製造・販売を行っています。
今回訪問した四日市工場は、その中でも「品質」「耐久性」に定評のある空圧機器の主力工場です。
同社の空圧機器はBTOを含めると数十万アイテムが存在します。
訪問した工場の自動化、見える化は進んでいますが、BTOに対応し、新旧設備が混在する一般的な現場ではす
べての生産ラインで自動化・見える化を完全に構築することはできません。
そこで、旧設備の「見える化」を工夫し構築。ラインのカイゼンを積み重ね、旺盛な需要に対応できる効率生産
に向け様々な努力をされている中で、弊社のシグナルウォッチャーをうまく活用しておられます。
因幡電機産業株式会社　産機カンパニー　メカトロシステム部　IoT推進課　細井 元嗣

ある生産工程で抱える問題
生産現場においては、当然目標の生産数量を達成することが求められ
ます。
しかしながら、たった一つの構成部品で目標未達となれば、その後す
べての工程に影響が及びます。

この工場ではある一つの構成部品の組立設備生産数が思い通り上がら
ず問題を抱えていました。

現場担当者は極めて多忙で、またオペレーターは海外からの研修生も
多く、スムーズなコミュニケーションを行うことにもハードルがあり、問
題の特定・解決が出来ませんでした。

「設備の調子が悪いのではないか？」という仮説が持ち上がりましたが、
根拠がなくカイゼンの方法もわかりません。

装置の稼働を科学的に取得する
そこで「まず設備の稼働状況をとってみよう」ということで、ネットで見
つけたのが「シグナルウォッチャー」これが導入の始まりでした。

シグナルウォッチャーの魅力は「外部電源不要」「工事不要」「積層表示
灯の型式問わず取付け可能」「装置稼働中でもセンサの取付け可能」「価
格が手ごろ」「DIYで簡単にシステム構築可能」

上位ソフトもメーカー提供のフリーツールでほぼ目的は達成でき、しか
も合計10万円に満たない投資であれば現場の決済で導入できることも、
トライの後押しになりました。

見学コースに設置された、当社のフリーツール 
「Seagull Viewer」で作られた実際の画面

見学コースの成型工程に設置されたシグナルウォッチャー。
管理者デスクで装置状況をリモートモニタしています
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稼働状況確認で仮説が覆る
早速ターゲットの設備に取付け、データ取得を開始。
フリーツールの「ガントチャート表示」で、過去の設備状況が一目瞭然。
設備の調子が悪ければ積層表示灯の赤点灯が頻繁に発生するはず。
しかし仮説に反し組立設備からは異常の兆候を捉えることはできません
でした。

現場担当者と結果を共有
この設備の稼働状況データを元に現場担当者と協議をし、他に考えら
れる要因を見つけることに注力することになります。

結果は思いもよらぬ「人員配置」にありました。設備から出てきた部品を
「人」により次工程に流すのですが、配置する人によって、その手が足
りていないことが発覚。
早速人員配置を設備に合わせて適正に見直すと、すぐに何と1.5倍の
生産数改善効果が見られ、「最も短期間に成果を上げられた最良事例で
す」。とお話しくださいました。

現場担当者とベクトルを合わせる
この「カイゼン」は思いもよらぬ「人」にありましたが、科学的根拠を元
に現場担当者とベクトルを合わせていくことが最も重要。
もし設備稼働に問題が無いことを正しく認識できなければ「人」の可能
性に行きつくにはもっと時間がかかったと思われます。

現場の士気が向上
生産ラインを見える化し、問題を見つけカイゼンを重ねる。ガントチャー
トで稼働状況は一目瞭然です。その上カイゼン効果も見える化できる
事で現場の士気が上がってくるのを感じます。
はやり感覚論ではなく具体的なデータで現場と向き合うのが非常に重
要であることを再認識しました。

手軽で簡単なシステムこそ魅力
確かに大きなコストをかけて「見える化」を構築することもできるが、
DIYで出来るシグナルウォッチャーは大きな魅力があります。
正直な話、「急に見たくなった設備が出てきたら、既存設備のセンサを

取外し、そこに取り付けています。ほんの数時間もあればシステム稼働
できますから」さらに、「今はまだ数十台のセンサ数ですが、まだ導入し
たい現場はたくさんあります。また他工場からの問い合わせも多く、四
日市工場のみならず、他工場にも展開されていくでしょう」。
今回取材のラインは、見学コースにもしており、興味を持つ見学者が
多いのでPRしていますよ。ますます売れていくのでは？？　と笑ってお
られました。

今回の取材でご協力下さった皆様
写真右より
CKD 株式会社
機器事業本部 FA システム BU　生産技術部　部長　木村 修二様
機器事業本部 FA システム BU　四日市工場　生産技術部　 
第２グループ　村上 碩基様
グループリーダー　浅井 大輔様

ほぼ全ての表示灯に取付可能！
国内外の機種を問わずほとんどの
積層表示灯に取付可能 ！
既存の表示灯はそのままで、ユニットを
後付けするだけで簡単に取付できます。

外部電源不要！ 取付け工事不要！ 
メンテナンス不要！
電源部には室内用ソーラーパネルを搭載し、
室内照明下で運用が可能 ！
またバックアップ用のCR一次電池も搭載しており、
ソーラーパネルから十分な給電がない場合でも
長期運用が可能です。

点滅（低速・高速）・瞬時点灯も取得可能！
点灯・消灯のみならず、点滅（低速・高速）、瞬時点灯・
瞬時消灯も取得可能 ！
表示灯の多様な点灯パターンに対応できます。

シグナルウォッチャー 
Signal Watcher 
型名：SE-SW001A

シグナルウォッチャー用受信機 
EnOceanゲートウェイ
型名：NE-GW001A

積層表示灯の状態を
外部電源レスでセンシング

EnOceanパケットを
LAN/USBに変換
EnOcean汎用ゲートウェイとしても
最適＊1
EnOcean無線の受信機として、シグナルウォッ
チャーはもちろん、EnOcean汎用受信機として
も最適な設計です。

ホワイトリスト登録で選別受信＊2
EnOcean IDをホワイトリストに登録する事で、
ターゲットとするEnOcean送信機の選別受信
（最大99ノード）が可能です。

外部接点出力１ｃｈ搭載

EnOceanパケットのスルーモードと
Modbus TCP通信の選択可能
EnOceanパケットのスルーモードでは、LANと
USBによる出力が選択できます。
また、ModbusTCP（スレーブ）を搭載しており、
汎用ＨＭＩやSCADA等を利用したモニター画面
の構築が可能です。＊3

軽い
（30g）
小さい

最大
４灯に
対応

上位から制御できる出力を1ch搭載。
現場に問題の発生等を知らせる
フラッシュライト等が接続できます。

＊1 データパケット長が32Byteを超えるものは
 受信出来ませんのでご注意下さい。
 また、EnOceanの双方向通信・リピーター
 機能には対応しておりません。
＊2 ホワイトリストの登録が無ければ、全受信
 パケットを上位へ送ります。
 ModbusTCPスレーブモードでは
 登録必須です。
＊3 当社ホームページにて、確認済みメーカー
 および型番は随時公開いたします。

集光レンズで弱い光でもキャッチ。
発光量が弱い表示灯でもご利用できます。

ファイバーなので景観を損ないません。
360度どこからでも表示灯が見えます。

室内用ソーラーパネル
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EnOceanを活用したトイレ混雑状況見える化

株式会社ニフコはEnOceanデバイスを活用し、公共施設のトイレ混雑状況を見える化する実証実験を開始し
ました。センサーを設置するドアは動きを伴うものであるため、EnOceanデバイスの「配線レス」という特徴
が活かされます。また公共施設はトイレの個室数が多いため、「電池レス」という特徴が施設運営者の保守・管
理作業の負担を軽減します。
株式会社ニフコ　Life Solutions Company 中村 高章、廣野 耕之助、武田 直也、石井 健郎、松岡 修平、鈴木 秀佳

■実証実験経緯
横浜南部市場にはトイレが複数箇所あるにも
関わらず、一部のトイレのみが混雑するという
事象が発生しておりました。これは他のトイレ
が空いているにも関わらず、施設利用者がそ
れを知るすべが無かったことが原因でした。ト
イレの混雑状況が分からないという困りごとは、

商業施設だけでなく、オフィスや交通機関といっ
たあらゆる公共施設で発生しております。この
問題を解決するため、本実証実験を開始いた
しました。

本実証実験は、横浜市経済局様のI・TOP横

浜ラボ「コロナ禍における商業施設や市場の
活性化」に関する実証プロジェクトに採択され
ております。また実証フィールドとして、ブラ
ンチ横浜南部市場(大和リース株式会社様)、
食の専門店街(協同組合横浜南部市場共栄会
様)にご協力頂いております。

■ソリューション概要
トイレの各個室ドアにセンサーを設置し、ドア
の開閉を検知することで使用状況を把握しま
す。センサーは電池レス及び配線レスという特
徴があるため、ドアのように動きを伴う対象に
対しても、後付けで簡単に設置することが可
能です。また、メンテナンスが不要であるため、
施設の持続可能な運営にも役立ちます。

今回の実証実験では、デジタルサイネージを
トイレ入口に設置し、画面上で各拠点のリア
ルタイム混雑状況を見える化しました。これに

より、混雑しているトイレから、空いているト
イレへと誘導することが可能になります。専用
ブラウザ画面を用意すれば、スマホでも閲覧
できるため、空いているトイレに直接行くこと
も可能になります。

また利用頻度の高い場所や、各時間帯におけ
る利用実績をクラウド上へデータ化できるため、
清掃頻度の最適化や、今後のレイアウト検討
等に活用することができます。

さらに、長時間利用に対するアラートを発信
することで、トイレ個室内での体調不良者等
を早期発見できます。

オプション機能として、マルチセンサーの照度
検知を利用すれば、トイレの照明消し忘れを
検知することも可能になります。

図 1　ブランチ中央トイレ入口 図 2　ブランチ側トイレ 図 3　食専街側トイレ（改装前）
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■デバイス
グレビティヒンジ(非使用時は勝手に開く)の
ドアに対しては、マルチセンサー(STM550J)
をドア枠側に両面テープで設置し、マグネット
をドア側に両面テープで設置します。これによ

り、ドア・開=磁気非検知⇒非使用状態、ド
ア・閉=磁気検知⇒使用中を判断することが
できます。

グレビティヒンジではないタイプのドアに関し
ては、ニフコ開発の専用デバイス(特許出願中)
を用いて、勝手に閉まるのを防ぎ、利用状況
の見える化を実現することができます。

■今後の展開
食の専門店街のトイレは改装が計画されてお
り、改装前後での利用実績の比較を行う予定
です。これにより、改装の効果で人流が増え
たかどうかを確認することができます。

今後は多くの施設への本格導入を目指し、デ
バイス・システムのブラッシュアップを行って
いきます。

www.nifco.co.jp

■システムイメージ

図 4　マルチセンサー・非検知状態 図 5　マルチセンサー・検知状態

図 6　クラウド連携イメージ

図 7　リアルタイム混雑状況画面 図 8　利用実績分析画面

ドア閉
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Smart Space Solutions 
 @HICity Innovation Salon

3社協業Project（東日本電信電話株式会社、丸紅情報システムズ株式会社、株式会社ニフコ）のラボルームを
構えるHICityにて、スマートスペースソリューションの実証実験を開始しました。EnOceanデバイスを活用
して、温湿度/CO2濃度/空席状況の見える化を実現することで、より快適な空間を提供します。
株式会社ニフコ　Life Solutions Company　中村 高章、廣野 耕之助、武田 直也、石井 健郎、松岡 修平、鈴木 秀佳

■HICityについて
HICity(正式名称：HANEDA INNOVATION CITY)は、羽田空港跡
地第1ゾーンにおいて、国土交通省の「羽田空港跡地まちづくり推進計画」
に基づいて建築された、研究施設や商業施設などが共存する大規模複
合施設です。

HICity内にイノベーションサロンというベンチャー企業から大手企業ま
で幅広い就業者・研究者と、国内外を問わず活動するクリエーターやアー
ティストのための交流・連携拠点があります。このイノベーションサロ
ンにて、鹿島建設様のご協力のもと、実証実験を開始させて頂きました。

■ソリューション概要
新型コロナウイルス感染拡大や働き方改革によって、テレワークやコワー
キングスペースの活用、公共施設での密回避など、室内環境に対する
意識が大きく変化しました。

コワーキングスペース等の需要が拡大する中、ユーザーは現地に行か
ないと空席状況を把握することが出来ないという課題や、施設管理者
が座席の利用実績を把握できないという課題が生じていました。

そこでクラウド連携させた人感センサーを利用して、WEB画面上でリ
アルタイムの空席状況見える化や、各時間帯における座席の利用実績
データ化を可能にしました。

これによりユーザー利用満足度が向上するだけでなく、施設のレイアウ
ト検討に役立てることが出来ます。

さらにマルチセンサーとCO2センサーを利用して、室内の温湿度やCO2

濃度を見える化・データ化も可能にしました。これにより施設内の密
具合を定量的に判断したり、換気のアラートを発信することが可能にな
ります。

これらのセンサーは電池レス及び配線レスという特徴があるため、既存
施設に後付けで簡単に導入することが可能です。また、メンテナンスが
不要であるため、施設の持続可能な経営にも役立ちます。

図 1　エリアマップ 図 2　イノベーションサロン

品川方面

天空橋駅

多摩川

川崎市

大田区

羽田空港国際線ターミナル

羽田空港国内線ターミナル

羽田連絡道路
（2022 年 3 月開通）

EnOcean ソリューションを使用したユースケース44



■デバイス
在席検知用の人感センサーはテーブル裏面に両面テープで設置しました。
横を歩いた時などの誤検知を防ぐため、マスキングキャップを装着して
検知エリアを最適化しています。

温湿度測定用のマルチセンサーとCO2濃度測定用のCO2センサーは室
内壁面に両面テープで設置しました。

図 3　人感センサー設置イメージ 図 6　システムイメージ

図 7　WEB 画面イメージ

図 4　人感センサー用マスキングキャップ

図 5　CO2 センサー・マルチセンサー設置イメージ

表 1　各センサーの出来ること

課題 出来ること センサー

コロナ対策

施設内の環境情報の 
見える化

マルチセンサー
（STM550J）

CO2 濃度の見える化
換気指示

CO2 センサー
（Pressac）

効率化
省人化 空席情報見える化 人感センサー

（EMDCJ）

■システムイメージ

温湿度・CO2 濃度測定
着席状況検知

施設管理者
ユーザー

受信機
クラウド

リアルタイム空席情報リアルタイム空席情報

利用実績分析画面利用実績分析画面

www.nifco.co.jp

■今後の展開
空席状況の見える化はコワーキングスペースに限らず、フードコートや
飲食店、オフィス内など、様々なシーンに展開可能です。

今後は室内環境情報を利活用し、省エネ制御等によるスマートスペー
スソリューションのサービス向上、導入エリア拡大を目指していきます。
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■目指す姿
「電池レスデバイスで地方を活性化する」を旗印に、暮らしに役立つサー
ビスを構築できるよう協業を進めて参ります。最終的には、村の構成
要素ひとつひとつに受信機を設置し、電池レスデバイスの長く使い続け
る事ができる利点を活用する事で、村全体でいつでもどこでも情報を

取得・可視化する事が可能となります。地域住民様の見守り、観光業
の賑わい創出、少人数運営を実現する効率化など、地方が抱える様々
な課題解決を目指します。

■スマートペンションについて
宿泊者のスキー利用中のエアコン消し忘れにより、過剰なエネルギー
が浪費されてしまう問題があります。照度・人感センサーによる検知と、
スマートリモコンによるエアコン制御を連携させる事で、エネルギーの
使用量を抑えた最適な空調制御の実現を目指します。

■スマートバスについて
バス車内のCO2濃度、温湿度情報をセンサリングし、基準値超過を通
知する事で、適切なタイミングでの喚起・空調のコントロールが可能と
なり、お客様が快適に車内空間を過ごすことができます。

EnOceanを活用したスマートビレッジ構想Vol.1

株式会社ニフコは野沢温泉村の企業様と協業し、EnOceanデバイスを活用したスマートビレッジ構想を推進
します。Vol.1の取り組みとして、民宿様とバス会社様向けに実証実験を実施予定です。野沢温泉村をフラッグ
シップとして仕組みを構築し、全国地方自治体への普及を目指します。
株式会社ニフコ　Life Solutions Company　中村 高章、廣野 耕之助、武田 直也、石井 健郎、松岡 修平、鈴木 秀佳

www.nifco.co.jp

図 1　システム構成図 図 4　システム構成図

図 5　システム画面図 2　システム画面

図 3　システム画面：電気使用量 図 6　システム画面：環境情報
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学校向けIoTソリューション 
 @三浦学苑高等学校

横須賀市の三浦学苑高等学校にて、学校向けIoTソリューションの実証実験を開始しました。
電池レスデバイスを活用して、教室内の環境情報/在室状況/照明稼働状況/窓の施錠状態の見える化を実現す
ることで、学生はもちろん教職員にも優しい学校のIoT化を実現します。
株式会社ニフコ　Life Solutions Company　中村 高章、廣野 耕之助、武田 直也、石井 健郎、松岡 修平、鈴木 秀佳

■ソリューション概要
新型コロナウイルスの流行により、教育現場
においては、生徒が学業に集中できる環境づ
くりが急務となっています。

対応にあたる教職員は、各教室のCO2濃度や
温湿度などの室内環境の見回りに加え、照明
の消し忘れ、窓鍵の閉め忘れなど、設備の見
回り業務に工数を要しており、教員の働き方
改革の面からも改善が課題です。

この事態を打開し、教育現場を支援する為、
ニフコは、電池レスデバイスを活用した学校
向けIoTソリューションを開発しました。

マルチセンサー、CO2センサーによる環境情
報の見える化機能では、遠隔での一見管理は
もちろん、換気アラートの発信が可能です。

さらに人感センサーを活用した居残り・照明
の消し忘れ検知機能。

マルチセンサーを活用した窓の施錠状態検知
機能により、これまで発生していた教職員の
見回り工数を大幅に削減することが可能です。

これらのセンサーは電池レス及び配線レスとい
う特徴があるため、既存施設に後付けで簡単
に導入することが可能です。また、メンテナン
スが不要であるため、学校施設の持続可能な
経営に貢献します。

■今後の展開
現在、センシング情報と連携する後付け可
能な空調制御システムを開発しています。
EnOceanの特徴を活かし、既存設備を活用
した工事レスなソリューションサービス構築を

目指します。省エネ制御により、学校経営を
圧迫する電気代削減に貢献します。本ソリュー
ションの普及により、学生はもちろん教職員
に優しい学校のIoT化を実現します。

図 2　WEB 画面イメージ

図 1　マルチセンサー・人感センサー設置イメージ

www.nifco.co.jp

データ分析機能データ分析機能

リアルタイムセンシング情報リアルタイムセンシング情報
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三浦学苑高等学校×NIFCO 
 若手社員座談会実施

株式会社ニフコは次世代を担う若者にもEnOceanを認知してもらうべく、三浦学苑高等学校の生徒と協業企
業の若手社員を集めた座談会イベントを開催しました。今後はこういった認知度を広げていくような活動も積
極的に行っていきたいと考えています。
株式会社ニフコ　Life Solutions Company　中村 高章、廣野 耕之助、武田 直也、石井 健郎、松岡 修平、鈴木 秀佳

■座談会実施経緯
現在、三浦学苑高等学校及び横須賀市の協
力を経て、教室の環境見える化によるCO2排
出量削減と教師のオペレーション改善を目的
としたスマートスクールトライアルを実施して
おります。(22’08現在)

私達は新しい取り組みとして次世代を担う高
校生に対して、EnOceanのことを今以上に認
知してもらう為に企業説明と若手社員との座
談会を実施しました。

■座談会の内容
1. 若手社員による各社概要説明及び 

ニフコからEnOceanを用いた活動説明
一般企業を始め、自治体（横須賀市、大田
区）の方 に々も登壇して頂きました。（写真１）

2. 若手社員と学生の座談会
働くことを身近に感じてもらう為に少人数グ
ループでの座談会を実施しました。
普段聞くことが出来ない仕事の内容やプラ
イベートな内容など社会人のリアルな話を
高校生にして頂きました。（写真2）

3. NIFCOデバイスを使ったアイデアブレスト
NIFCOデバイスボタンを使ったアイデアブ
レストを実施しました。
短時間の中で様々なアイデアを発表して、
新しいアイデアを提案しあって意見交換を
実施しました。（写真3）

■今後の展開
今回開始した活動をきっかけに高校生には
EnOceanを今よりも身近に感じられるように
していきたいと考えています。

最後に実施したアイデアブレストは年度末に向
けて、ブラッシュアップしていく予定です。協
業企業に向けたプレゼンイベントなども計画中
です。

ご興味ある企業、自治体の方がいらっしゃい
ましたらご連絡頂けますと幸いです。

写真 1　説明会の様子

写真 2　座談会の様子

写真 3　アイデアブレストの様子

www.nifco.co.jp
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【取り組み概要】
消費電力を抑えて遠距離通信を実現する
EnOcean Long Range というネットワーク
を活用することで、省電力で無線通信できる
EnOceanセンサーを3箇所の圃場に導入しま
した。このEnOceanセンサーを使い、水温・
気温・湿度・溶存酸素濃度(水に溶け込んで
いる酸素量)を計測します。また、各センサー
はソーラーパネルで給電を行い、センシング
したデータは15分毎にクラウドに蓄積してい
ます。

【鮒養殖における圃場環境可視化の 
重要性】
水田での鮒の養殖は水の管理が重要であり、
用水路からの注水停止という予期せぬアクシ
デントや、水深が浅いために暑い日には田ん
ぼの水温は40℃にもなることもあります。
常に田んぼに水を流し入れ続けて水温や溶存
酸素量の調整を行っており、夜間は植物によ
る光合成も行われず、酸素不足になりやすい
ため、水の取り込みはかかせません。一方で
水田への流入量は決まっているため、三反歩
くらいの比較的大きな規模の田んぼになると、
なかなか難しい面もあります。生産者は水車
で水を撹拌したり、鮒の退避する場所として
水田の一部に稲を植えて、水温の上昇を防ぐ
などの対策をしています。

【データ測定の課題】
溶存酸素センサーは水の中に入れており、藻
などの汚れなどによって正確なデータが取れ
なくなる可能性があります。センサー導入後
の維持・管理は少し人手が掛かるので、今後
まだ改良の余地があります。

【今後の展開】
溶存酸素量や水温の上昇は鮒の突然死や大
量死の要因として推測されていますが、複数
の要因が重なっている可能性もあり、鮒の突
然死や大量死の明確な要因はわかっていませ
ん。蓄積したデータの分析は、長野県水産試
験場佐久支場が主導するかたちで、収集デー
タは生産者のスマホなどからもリアルタイムで
確認でき、将来的にはICTによって小鮒養殖
の生産性向上につながる可能性もあります。
今回の取り組みを複数年継続し、生産量の拡
大・安定化を目的に匠の生産者の経験および
蓄積したデータを盛り込んだマニュアルの作成
及び小鮒養殖の生産性向上と生産者の省力
化による伝統文化の継承を目指していきます。

https://business.ntt-east.co.jp/
service/sensing_agri/

EnOceanセンサーを活用した 
小鮒養殖環境データの見える化を実現 

（佐久市）
東日本電信電話株式会社では長野県佐久市と長野県水産試験場佐久支場と協働で、水田養殖
される小鮒の安定生産を目的に、EnOceanの無線通信可能な電源レスセンサーを活用した圃
場環境のデータ見える化を6月から行っております。
水田鮒は長野県佐久市の地域の食文化として根付き、最盛期は年間60トンの小鮒を生産して
いましたが、その数は徐々に減少し近年は生産者の高齢化による生産者の減少や原因不明の
へい死などにより、生産量が不安定となる課題が顕在化していました。そこで佐久市、長野
県水産試験場佐久支場、東日本電信電話株式会社の3者は協働で外気温・湿度、水温、溶存酸
素濃度のデータを蓄積・分析を行うことでへい死の原因を特定し、データを活用した生産マニュ
アルを作成する取り組みを開始しました。
東日本電信電話株式会社　ビジネス開発本部第三部門　IoTサービス推進担当　生駒 行弘、石橋 宏、高秀 誠

受信拠点

送信拠点
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散在・点在したデータを統合し、   企業の成長エンジンに変えます

EnOcean無線センサを活用した
NTTコミュニケーションズのソリュー ションラインナップ
～収集・蓄積・可視化・利活用までをワンストップで提供～
NTTコミュニケーションズ株式会社プラットフォームサービス本部　５GI＆IoTサービス部　IoTサービス部門

●デジタルデータの利活用がカギ
近年の少子高齢化により労働人口が減少してい
る中、あらゆる業界で働き方改革や生産性向上
が課題となっています。NTTコミュニケーション
ズ（以下、NTT Com）は「デジタルトランスフォー
メーション（以下、DX）によるデジタルデータの
利活用」が課題解決のカギであると考えています。

NTT Comでは、データの収集、蓄積、管理、
分析に必要となるさまざまな機能をラインアッ
プした「スマートデータプラットフォーム（Smart 
Data Platform）」を展開しています（図1)。
お客さまの日々の活動から産まれるデータを
企業成長のエンジンへと変える次世代のプラッ
トフォームです。お客さまDXの実現支援およ
びニューノーマル時代の事業共創を推進します。

データの統合や活用には、IoTを活用したイ
ンフラデザインも重要になってきます。

企業がIoTシステムやソリューションを開発・
構築・運用するためには、センサデバイス、ネッ
トワーク、クラウド、アプリケーションといっ
た多岐に渡る分野の知見が必要となります。
また、試行から検証までのプロセスをいかに
迅速化するかは、他社に先んじたIoT活用の
事業創出に向けた要件の一つとなっています。

NTT Comは2019年にIoTユースケースを
創出する共創プログラム「Things Partner® 
プログラム」を設立し、EnOceanセンサも含む、
デバイスメーカーと共に、数十を超えるソリュー
ションを創出して参りました。その一部をご紹
介します。（図2）

●建設業：ワーカーケアソリューション
建設現場、工事現場など、屋外で作業する方
に向けた体調管理ソリューションを展開してい
ます。例年ニュースにもなるほど熱中症による
死傷者が出ています。導入メリットとして、現
場監督者は適切なタイミングで作業員の休憩

や水分補給、交代を指示することができ、経
営者は労働安全衛生の確保により、若手やベ
テラン技能者人材の確保につながります。

建設場所が変わることから、後付けが簡単
な配線レス・電池レスのEnOcean 規格の
環境センサを採用し、温湿度データをNTT 
Com が 提 供する IoT Platform「Things 
Cloud®」にて蓄積・可視化しました。一方で、
作業員の脈拍と位置情報は、「みまもりがじゅ
丸®*1」提供のウェアラブル端末を手首に装着
し、専用ポータルで各作業員の脈拍や位置情
報を可視化しました。

WBGT値と脈拍データの双方の情報が一定
値を超えると、現場監督者専用ポータルにて
体調を崩しそうな作業員の氏名・位置情報が

リアルタイムで把握できるほか、アラートメー
ルを送信する機能も搭載しています。 

●オフィス： オフィスビルCO2見える化
ソリューション　

SDGsや働き改革としても取り上げられている
ように、昨今では労働者の身体的健康の維持
が仕事へのモチベーション向上のためにも重
要であると言えます。

NTT Comでは「オフィスでのWell-Being」
を目的として、様々なオフィス環境の可視
化に取り組んでいます。NTT Com 本社ビ
ルでも、25-34Fまでの10フロアにわたり
EnOcean対応のCO2センサを設置し、IoT 
Platform「Things Cloud®」 上にデータを
蓄積して社員の健康管理に取り入れていま

図１ NTT Com の Smart Data Platform
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散在・点在したデータを統合し、   企業の成長エンジンに変えます

EnOcean無線センサを活用した
NTTコミュニケーションズのソリュー ションラインナップ
～収集・蓄積・可視化・利活用までをワンストップで提供～

す。収集したセンサデータについては、従業
員がいつでも確認できるよう、各フロアのデ
ジタルサイネージ（図）に掲示されており、他
にもIoTセンサを利用した環境情報可視化ソ
リューションのデモとして、OPEN HUB Park

（https://openhub.ntt.com/about/）の 参
加者やお客様にもご紹介しています。

●オフィス： Akidoko®/TIoT® 
ソリューション

会議室の予約変更や利用状態の確認をIoTに
より自動化することで、手間のかかる調整業
務を省力化し、生産性の向上や利便性の向
上に貢献できるAkidoko®ソリューションも展
開しています。現在、NTT Com本社ビルの
会議室やカフェテリアにも取り入れています。
120個のEnOceanに対応した人感センサを
設置し、IoT Platform「Things Cloud®」上
にデータを蓄積し、人のプレゼンスがリアルタ
イムで分かるようにしています。

これにより、会議室においては、一定時間プ
レゼンスが検知できなければ、利用されてい
ないと推定し、スケジュール管理システム上の
予約を自動で解除する仕組みができるように
なりました。

これにより、空予約となっていた会議室を解
放し、本当に必要な方が利用できるようにな
ります。また、カフェテリア／フリースペース
にも人感センサを設置することで、飲食やワー
クスペースとして活用する際に、わざわざ現
地に足を運ばなくても混雑状況をWeb上で
確認できるようになりました。

また、TIoT®ソリューションでは、オフィストイ
レの混雑把握が可能です。本社ビルの6階～
34階のトイレに370個程度EnOcean対応の
マグネットセンサを取り付け、Web上で各階
の混雑状況を可視化し、「待ちストレス」の解消
を実現しました。集まった清掃業者にもデー

タを共有することで、清掃頻度の見直しにも
役立てていただいています。

●物流業：電力可視化ソリューション
SDGsやカーボンニュートラルへの関心や認
知度が高まり、それらの取組みを積極的に進
める企業が増えてきました。SDGsを推進す
る上で、その導入効果を測定するためにも、
まずは現在の電力利用状況の把握から始めた
いというニーズに対し、NTT Comでは、「電
力可視化ソリューション」を提供しています。

使用している電力量を手軽にかつ様々な種
類の分電盤に対しても柔軟性を持って幅広く
導入したいという声から、EnOcean規格の
電流センサを分電盤内に設置し、電源レス・
配線レスでリアルタイムな電力量情報をIoT 
Platform「Things Cloud®」に送信すること
で、データの蓄積・可視化・レポート出力を
行うことが可能です。

またThings Cloud®の持つカスタムストリー
ミング処理を活用することで、電力量のリアル

タイムデータの可視化のみではなく、店舗単
位や月単位といったデータの集計・分析処理
も可能となるため、例えば省電力化施策の効
果測定などに必要な時系列データも一目で把
握することができます。

●さらに発展するユースケース
今後の展望として、Smart Data Platform
の機能の1つであるグローバルに展開が可能
なeSIMサービス「IoT Connect Mobile®」
など、他の機能を組み合わせ、様々な課題を
抱えるお客様の悩みを解決すべく、ビジネス
変革支援をしていきます。

Smart Data Platform 
https://www.ntt.com/sdpf.html 
 
IoT Platform Things Cloud® 
https://www.ntt.com/business/
services/ai-iot/iot/things-cloud.html

*1 株式会社 NTTPC コミュニケーションズの
サービスです。

図２　各ソリューションの活用シーン
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YTCに入りますと、新型コロナウィルス対応のため消毒
液が設置され、その足踏み式ディスペンサにワッティー
㈱の消毒液ポンプが何回使用されたかを無線送信する
EnOcean対応無線カウンターデバイスが設置されてい
ます(図2:使用回数は“稼働状況の見える化”のシステム
のタブレットに表示)。
入口の左手に㈱ユーエイのユニークな製品であるエネル
ギーハーベスティング無線通信対応のキャスターとその
システムが展示されています。エネルギーハーベスティン
グ無線通信対応のキャスターが付いたカートを実際に動
かすことができ、カートの移動距離・加速度・位置情報
が環境データと一緒にディスプレイに表示されます(図3)。

（株）ユーエイは独自のハーベスターを搭載したEnOceanエネルギーハーベスティング無線通信対応のキャスターと環境データと一緒にキャスターの移動距離・
加速・位置などを管理するソリューションを提供しています(図1,3)。EnOceanアライアンス会長兼CEOのGraham Martin氏と㈱ユーエイのYTCを今年8
月末に訪問しました。

キャスターソリューションを中核とするユーエイツナガルシステム(図4)の以外に、工場やオフィ
スへの導入を想定した環境センサ(EnOcean GmbH製のマルチセンサ、照度+人感センサ、
コンタクトセンサの他、ワッティー（株）の冷蔵庫用温度センサとCO2センサ)による“稼働状況
を見える化!”(図5)、㈱ダイセン電子工業のEnOcean無線スイッチと表示システム、シブタニ
㈱トイレロックシステム、オプテックス㈱のアンダーデスクセンサなどによる“利用状況表示シス
テム”(図6)とEnOceanスイッチと無線リレーのシステム(図7)が展示されています。㈱ユーエ
イは自社以外のEnOcean関連製品も取り込み、いろいろな用途に応えらえれるようにしてます。
皆様も㈱ユーエイのYTCを訪問してみませんか! 訪問なされる場合、右記QRコードよりお申
込みください。

（株）ユーエイ東京ショールーム(YTC)の紹介
EnOceanアライアンス 会長兼CEOのGraham Martin氏と㈱ユーエイのYTCを訪問しました。YTCには、㈱ユーエイ独
自のハーベステターによるエネルギーハーベスティング無線対応のキャスターとそのソリューションが展示されています。
エネルギーハーベスティング無線対応のキャスターが付いたカートを実際に動かせ、環境データと一緒に移動距離・加速度値・
位置情報をディスプレイで見ることができます。その他、他のEnOceanアライアンスのメンバー企業のEnOceanスイッチ・
センサ・アクチュエータを活用した照明などの制御デモ、オフィスや工場などを想定した環境データと設備の“稼働状況の見
える化”、各部屋の使用状況やトイレの“利用状況の見える化”などのソリューションも見ることができます。皆様も一度訪問
してみてください。
EnOceanアライアンス　副会長　板垣 一美

EnOcean アライアンス会長 
兼 CEO

Graham Martin 氏

https://www.enocean-alliance.org/ja/

図 1. エネルギーハーベスティング無線通信キャスター
図 2. 足踏み式 

ディスペンサ用センサ

図 3. ユーエイエネルギーハーベスティング無線通信キャスターソリューション

図 5. ユーエイ IoT ソリューション : 稼働状況の見える化 ! 図 6. ユーエイ IoT ソリューション利用状況表示システム

図 8. ㈱ユーエイショールーム訪問申し込み用 QR コード

図 7.EnOcean+ 
無線リレーシステム

図 4. ユーエイ ツナガル システム
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インド国家技能開発公社×ニフコ×大田区 
オープンフォーラムイベント開催

株式会社ニフコは、インド国内でのEnOceanデバイスおよびエネルギーハーベスティングサービスの普及活
動の一環として、インド国家技術開発公社（NSDC）様、大田区様と協業体制を構築し、第１回オープンフォー
ラムをHaneda Innovation Cityに開催しました。今回の連携をきっかけに、インド有力企業と日本のエネル
ギーハーベスティング技術やサービスを持つ企業（人材）が積極的に交流でき、双方向に情報発信ができるプラッ
トフォームの構築を目指します。
株式会社ニフコ　Life Solutions Company　中村 高章、廣野 耕之助、武田 直也、石井 健郎、松岡 修平、鈴木 秀佳

■イベント開催の背景と目的
ニフコは、エネルギーハーベスティング技術及びビジネスをインドで普
及させていきたいと考えております。

インドでは、生活インフラの整備を積極的に推進されており、エネルギー
ハーベスティングビジネスとの相性はとても良いと考えているためです。
しかし、エネルギーハーベスティング技術及びビジネスを普及させてい
く為には、「優良なインド企業と接点を作ること」「積極的に情報発信す

ること」が必要であり、大きな課題です。そこで、ニフコは、インドの
公社（国の機関）であるインド国家技術開発公社：NSDC様と連携し、
インドと日本をつなぐプラットフォームの構築活動を開始しました。「教
育とビジネス」という観点から「企業間交流（人材）」と「双方向の情報
発信」を実施できる環境を創設します。その第1弾として8/25 共同開
催のイベントを大田区HICity様で実施させていただきました。

■ インド国家技術開発公社： NSDC　ご紹介 
（National Skill Development Corporation）　

NSDCは、インドの国家プロジェクトである「Skill India」を主管し、イ
ンド国民の教育レベル向上を目指すインドの公社です。また、インド人
技能実習生の送出し政府窓口としても対応しており、技能実習制度に
おいて送出機関を認定している組織でもあります。現在、インド国内外
様々なグローバル企業と連携し、最新技術の習得に必要な教育プログ
ラムの構築や、海外の最新技術・サービスなどの情報展開もインド国
内で行っております。

■今後の展開
今回のようなイベントを定期的に開催し、インド側、日本側ともに情
報発信を続けながら、より活発なプラットフォームの構築を目指し、
ALLINACEの構築を進めていきます。 図 1　インド＆日本　協業プラットフォームイメージ

図 2　駐日インド大使館 
首席参事官・政務官 

Madhuri Gaddam 様

図 3　インド国家技能開発公社（NSDC） 
日本担当代表 

Anshul Singhal 様

図 4　EnOcean Alliance 会長 
Graham Martin 様

www.nifco.co.jp

インドの人材・企業の参画
（TITP ＆ SSW、IIT、TMI など）

日本の先端技術・サービスの展開
（エネルギーハーベステイング）
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EEPAS Alliance 設立に向けて

株式会社ニフコが中心となり任意団体EEPAS準備委員会の設立を計画中です。市場から粗悪品を減らし、
EnOceanを始めとしたセンサー製品を安心して使える様、規格の作成と各種評価を実施する団体です。
株式会社ニフコ　Life Solutions Company　中村 高章、廣野 耕之助、武田 直也、石井 健郎、松岡 修平、鈴木 秀佳

■団体設立の経緯
本団体は、電池レス＆ワイヤレスデバイスの製品品質に関する調査研究及び技術開発を行い、その成果およびサービスの普及を図ることにより、
安全で良質な「電池レス＆ワイヤレスサービス」の供給に貢献し、もって国民生活の向上に寄与することを目的とします。

■名称「EEPAS」の由来
Energy Harvesting Products Associationから頭文字等を抽出し、「EEPAS」と名付けてい
ます。「EEPAS」の「PAS」にはPass≒Certificationの意味とエネルギーのバトンを次世代に
渡すの意味が込められています。

■主な活動内容
１．規格化の検討
電池レス＆ワイヤレスデバイスを誰もが安心して使えるように性能/品質の規格化を検討してい
ます。規格検討のために、様々なセンサーの評価・検証を実施しています。

２．認証制度の検討
上記規格を満足した製品に対し、「EEPAS認定書（仮）」を発行する仕組みを作っていきます。ユーザー様が手に取った時に「信頼の指標」となるよ
うな仕組みにしていきます。

■今後の展開
現在、４つのワーキンググループ（①協業プラットフォーク構築活動、②新技術の発掘＆ビジネス化サポート活動、③規格化＆認証活動、④グロー
バル情報発信活動）の立ち上げを検討しております。この４つの活動を積極的に推進させていただくことで、エネルギーハーベスティング技術を活
用したIoTサービス市場（デバイス市場）の信頼性や認知度を向上させ、エネルギーハーベスティングに関連する市場自体の拡大を目指していきます。

図１　EEPAS 準備委員会ロゴ
（商標登録申請中）

www.nifco.co.jp

図２　4 つの基本事業
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EnOceanアライアンス 
及びメンバー一覧

…更に200以上のアソシエートメンバー。

https://www.enocean-alliance.org/

（2022 年 10 月時点）

EnOceanアライアンスは2008年に設立されたビルディング及びIT業界のリーディング企業及び団体により構成された国際的な
協会です。オープンで非営利目的の組織であり、メンテナンスフリーの国際無線規格（ISO/IEC 14543-3-10/11）を基に、スマー
トホーム、スマートビルディング、スマートファクトリー、スマートオフィス、スマートスペース等の相互運用可能なエコシステムの
実現と促進に取り組んでいます。
EnOceanアライアンスの主なミッションは下記の通りです。
・エネルギーハーベスティング無線通信技術の普及
・相互運用互換性確保のためのプロトコルの維持及び管理
・国際標準化の推進

EnOceanアライアンスには現在400社以上の企業及び団体のメンバーがいます。プロモーター（ボードメンバー）、パーティシパント 
（正会員）、アソシエート（準会員）の3つのクラスから構成されています。

パーティシパントプロモーター

55EnOcean アライアンス　ニュース＆サービス



デジタルITソリューション事業本部 デバイスソリューション部
本　　社 ： 〒169-0072 東京都新宿区大久保三丁目8番2号 新宿ガーデンタワー　　　　 TEL：03-4243-4161
大阪支店 ： 〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原一丁目6番1号 新大阪ブリックビル5階　TEL：06-6395-5529

www.marubeni-sys.com/enocean/


